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６
月
15
日
に
定
例
会
が
行

わ
れ
、
最
初
に
幌
延
町
民
憲

章
を
全
員
で
朗
誦
し
た
後
、

開
会
さ
れ
た
。
今
回
の
議
会

で
は
、報
告
３
件
、同
意
９
件
、、

議
案
９
件
、
意
見
案
１
件
が
、

審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
全

て
可
決
さ
れ
、
閉
会
し
た
。

幌
延
町
議
会

定
例
会

第３回

６月15日

○
平
成
29
年
の
春
の
叙
勲
に

つ
い
て

　
平
成
29
年
の
春
の
叙
勲
の

受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
町

か
ら
小
田
貞
一
氏
が
受
章
さ

れ
た
。

　
小
田
貞
一
氏
は
、
昭
和
53

年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
に
３

度
、
上
幌
延
町
内
会
会
長
と

し
て
地
区
の
発
展
に
長
年
寄

与
さ
れ
て
お
り
、
環
境
美
化

活
動
や
文
化
財
産
の
保
存
事

業
な
ど
に
ご
尽
力
を
さ
れ
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ

た
。

○
幌
延
町
の
衆
議
院
小
選
挙

区
に
つ
い
て

　
幌
延
町
の
衆
議
院
小
選
挙

区
選
出
議
員
の
選
挙
区
が
、

北
海
道
第
12
区
へ
改
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
選
挙
区
と
行
政
区
域
が
一

致
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
一

体
感
が
一
層
向
上
す
る
も
の

と
期
待
を
し
て
い
る
。

○
学
校
教
育

　
問
寒
別
中
学
校
の
生
徒

に
、
通
年
で
数
学
や
そ
の
他

教
科
に
関
し
て
、
幌
延
中
学

校
と
テ
レ
ビ
簡
易
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
授
業
を
開
始
し

た
。

　
宗
谷
地
区
中
学
校
陸
上
大

会
が
開
催
さ
れ
、
幌
延
中
学

校
３
年
生
の
柳
沼
駿
太
朗
く

ん
が
１
千
５
百
メ
ー
ト
ル
走

と
走
り
幅
跳
び
、
３
年
生
の

後
藤
実
乃
里
さ
ん
が
２
百

メ
ー
ト
ル
走
、
２
年
生
の
戸

川
和
楓
さ
ん
が
８
百
メ
ー
ト

ル
走
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、

全
道
大
会
出
場
を
決
め
た
。

○
社
会
教
育

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
が

稚
内
予
選
に
お
い
て
、
男
子

が
優
勝
、
女
子
が
３
位
と
な

り
、「
は
ま
な
す
国
体
記
念

第
28
回
深
川
カ
ッ
プ
全
道
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大

会
」
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　
剣
道
少
年
団
は
予
選
会
で

団
体
戦
２
位
と
な
り
、「
第

66
回
北
海
道
少
年
剣
道
錬
成

大
会
」へ
の
出
場
を
決
め
た
。

行
政
報
告

行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

地域の課題をとらえて地域の課題をとらえて
１氏が一般質問

深
地
層
研
究
計
画
の
今
後
に
つ
い
て

　
　
　
　
国
は
沿
岸
部
20
㎞
以
内
、

海
底
処
分
も
検
討
材
料
と
し
て

い
る
が
、
今
ま
で
の
深
地
層
研

究
と
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る

と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
原
子
力
小
委
員
会
に
設
置
さ

れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
深

地
層
研
究
計
画
に
関
し
て
は
、

当
初
示
さ
れ
た
研
究
課
題
に

沿
っ
て
調
査
研
究
を
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
幌
延
町
で
行
わ
れ
て

い
る
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の

説
明
会
や
報
告
会
で
は
、
原
子

力
機
構
の
み
の
事
業
説
明
で
あ

る
が
、
札
幌
市
で
の
説
明
会
で

は
、
産
業
総
合
研
究
所
や
電
力

中
央
研
究
所
な
ど
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
委
託
業
務
に
つ
い
て

も
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。
幌
延

町
で
も
同
様
の
説
明
会
を
開
催

す
る
よ
う
に
要
請
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
確
か
に
札
幌
市
に
お

い
て
報
告
会
に
併
せ
て
特
別
講

演
会
的
な
位
置
付
け
で
共
同
研

究
機
関
か
ら
の
紹
介
を
行
っ
て

い
る
。
幌
延
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

を
活
用
し
て
行
う
よ
う
要
望
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
の
20
年
程
度
で
終
了
し
た

後
に
町
と
し
て
何
を
要
請
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
平
成
31
年
度
末
ま
で

に
示
さ
れ
る
第
３
期
中
長
期
計

画
が
出
た
段
階
で
協
議
し
て
い

く
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
３
百
50
メ
ー
ト
ル
以

降
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
も
町
と

し
て
要
請
し
て
来
た
が
、
ど
う

な
る
か
。

　
　
　
　
研
究
目
的
、
目
標
を

着
実
に
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
北
海
道
一
本

化
に
つ
い
て

　
　
　
　
２
０
１
８
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
が
市
町
村
か
ら

町
民
の
く
ら
し
と

深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

の
今
後

鷲 見　　悟

北
海
道
に
一
本
化
さ
れ
る
。
国

は
２
０
１
８
年
以
降
１
千
７
百

億
円
の
財
政
支
出
を
行
い
、
２

０
２
０
年
度
ま
で
に
２
千
億
円

規
模
を
確
保
す
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
定
額
に
よ
る
財
政
出
動

で
は
、
今
後
の
医
療
費
の
増
加

に
対
す
る
措
置
が
十
分
で
は
な

い
。
ど
う
対
処
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
当
面
の
国
民
健
康
保

険
運
営
に
は
支
障
が
生
じ
な
い

も
の
と
道
か
ら
説
明
を
受
け
て

い
る
。
後
発
医
薬
品
の
使
用
促

進
な
ど
医
療
費
増
加
の
抑
制
を

図
り
つ
つ
、
関
係
団
体
と
連
携

し
て
、
国
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　
道
北
の
医
療
と
自
治

体
病
院
の
運
営
危
機
が
叫
ば
れ

て
久
し
い
が
、
地
域
医
療
を
守

る
た
め
に
こ
れ
か
ら
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
医
師
の
休
暇
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
旭
川
医
科
大
学

や
北
海
道
地
域
医
療
振
興
財
団

か
ら
医
師
を
派
遣
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　
診
療
所
と
し
て
禁
煙
外
来
の

設
置
や
職
場
の
健
康
診
断
の
受

診
も
実
施
し
て
い
る
。
毎
月
１

回
、
ま
ち
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
、
多
種
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で

講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
幌
延
町
の
場
合
、
国

民
健
康
保
険
税
は
毎
年
５
％
程

度
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
試
算
の
段
階
で
あ
り
、

北
海
道
で
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　
去
年
の
11
月
８
日
付

の
雑
誌
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
、

自
治
体
病
院
収
支
赤
字
率
ワ
ー

ス
ト
１
０
０
の
内
、
道
北
が
42

も
入
っ
て
い
る
が
ど
う
考
え
る

か
。

　
　
　
　
道
北
一
帯
と
い
っ
た

ら
課
題
が
大
き
い
の
で
、
我
が

町
と
し
て
は
、
町
民
の
医
療
を

守
っ
て
い
き
た
い
。

旭日単光章を受章された小田貞一氏

幌延町議会６月定例会まちあいセミナー

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長
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６
月
15
日
に
定
例
会
が
行

わ
れ
、
最
初
に
幌
延
町
民
憲

章
を
全
員
で
朗
誦
し
た
後
、

開
会
さ
れ
た
。
今
回
の
議
会

で
は
、報
告
３
件
、同
意
９
件
、、

議
案
９
件
、
意
見
案
１
件
が
、

審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
全

て
可
決
さ
れ
、
閉
会
し
た
。

幌
延
町
議
会

定
例
会

第３回

６月15日

○
平
成
29
年
の
春
の
叙
勲
に

つ
い
て

　
平
成
29
年
の
春
の
叙
勲
の

受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
町

か
ら
小
田
貞
一
氏
が
受
章
さ

れ
た
。

　
小
田
貞
一
氏
は
、
昭
和
53

年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
に
３

度
、
上
幌
延
町
内
会
会
長
と

し
て
地
区
の
発
展
に
長
年
寄

与
さ
れ
て
お
り
、
環
境
美
化

活
動
や
文
化
財
産
の
保
存
事

業
な
ど
に
ご
尽
力
を
さ
れ
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ

た
。

○
幌
延
町
の
衆
議
院
小
選
挙

区
に
つ
い
て

　
幌
延
町
の
衆
議
院
小
選
挙

区
選
出
議
員
の
選
挙
区
が
、

北
海
道
第
12
区
へ
改
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
選
挙
区
と
行
政
区
域
が
一

致
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
一

体
感
が
一
層
向
上
す
る
も
の

と
期
待
を
し
て
い
る
。

○
学
校
教
育

　
問
寒
別
中
学
校
の
生
徒

に
、
通
年
で
数
学
や
そ
の
他

教
科
に
関
し
て
、
幌
延
中
学

校
と
テ
レ
ビ
簡
易
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
授
業
を
開
始
し

た
。

　
宗
谷
地
区
中
学
校
陸
上
大

会
が
開
催
さ
れ
、
幌
延
中
学

校
３
年
生
の
柳
沼
駿
太
朗
く

ん
が
１
千
５
百
メ
ー
ト
ル
走

と
走
り
幅
跳
び
、
３
年
生
の

後
藤
実
乃
里
さ
ん
が
２
百

メ
ー
ト
ル
走
、
２
年
生
の
戸

川
和
楓
さ
ん
が
８
百
メ
ー
ト

ル
走
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、

全
道
大
会
出
場
を
決
め
た
。

○
社
会
教
育

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
が

稚
内
予
選
に
お
い
て
、
男
子

が
優
勝
、
女
子
が
３
位
と
な

り
、「
は
ま
な
す
国
体
記
念

第
28
回
深
川
カ
ッ
プ
全
道
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大

会
」
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　
剣
道
少
年
団
は
予
選
会
で

団
体
戦
２
位
と
な
り
、「
第

66
回
北
海
道
少
年
剣
道
錬
成

大
会
」へ
の
出
場
を
決
め
た
。

行
政
報
告

行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

地域の課題をとらえて地域の課題をとらえて
１氏が一般質問

深
地
層
研
究
計
画
の
今
後
に
つ
い
て

　
　
　
　
国
は
沿
岸
部
20
㎞
以
内
、

海
底
処
分
も
検
討
材
料
と
し
て

い
る
が
、
今
ま
で
の
深
地
層
研

究
と
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る

と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
原
子
力
小
委
員
会
に
設
置
さ

れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
深

地
層
研
究
計
画
に
関
し
て
は
、

当
初
示
さ
れ
た
研
究
課
題
に

沿
っ
て
調
査
研
究
を
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
幌
延
町
で
行
わ
れ
て

い
る
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の

説
明
会
や
報
告
会
で
は
、
原
子

力
機
構
の
み
の
事
業
説
明
で
あ

る
が
、
札
幌
市
で
の
説
明
会
で

は
、
産
業
総
合
研
究
所
や
電
力

中
央
研
究
所
な
ど
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
委
託
業
務
に
つ
い
て

も
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。
幌
延

町
で
も
同
様
の
説
明
会
を
開
催

す
る
よ
う
に
要
請
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
確
か
に
札
幌
市
に
お

い
て
報
告
会
に
併
せ
て
特
別
講

演
会
的
な
位
置
付
け
で
共
同
研

究
機
関
か
ら
の
紹
介
を
行
っ
て

い
る
。
幌
延
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

を
活
用
し
て
行
う
よ
う
要
望
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
の
20
年
程
度
で
終
了
し
た

後
に
町
と
し
て
何
を
要
請
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
平
成
31
年
度
末
ま
で

に
示
さ
れ
る
第
３
期
中
長
期
計

画
が
出
た
段
階
で
協
議
し
て
い

く
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
３
百
50
メ
ー
ト
ル
以

降
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
も
町
と

し
て
要
請
し
て
来
た
が
、
ど
う

な
る
か
。

　
　
　
　
研
究
目
的
、
目
標
を

着
実
に
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
北
海
道
一
本

化
に
つ
い
て

　
　
　
　
２
０
１
８
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
が
市
町
村
か
ら

町
民
の
く
ら
し
と

深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

の
今
後

鷲 見　　悟

北
海
道
に
一
本
化
さ
れ
る
。
国

は
２
０
１
８
年
以
降
１
千
７
百

億
円
の
財
政
支
出
を
行
い
、
２

０
２
０
年
度
ま
で
に
２
千
億
円

規
模
を
確
保
す
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
定
額
に
よ
る
財
政
出
動

で
は
、
今
後
の
医
療
費
の
増
加

に
対
す
る
措
置
が
十
分
で
は
な

い
。
ど
う
対
処
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
当
面
の
国
民
健
康
保

険
運
営
に
は
支
障
が
生
じ
な
い

も
の
と
道
か
ら
説
明
を
受
け
て

い
る
。
後
発
医
薬
品
の
使
用
促

進
な
ど
医
療
費
増
加
の
抑
制
を

図
り
つ
つ
、
関
係
団
体
と
連
携

し
て
、
国
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　
道
北
の
医
療
と
自
治

体
病
院
の
運
営
危
機
が
叫
ば
れ

て
久
し
い
が
、
地
域
医
療
を
守

る
た
め
に
こ
れ
か
ら
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
医
師
の
休
暇
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
旭
川
医
科
大
学

や
北
海
道
地
域
医
療
振
興
財
団

か
ら
医
師
を
派
遣
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　
診
療
所
と
し
て
禁
煙
外
来
の

設
置
や
職
場
の
健
康
診
断
の
受

診
も
実
施
し
て
い
る
。
毎
月
１

回
、
ま
ち
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
、
多
種
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で

講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
幌
延
町
の
場
合
、
国

民
健
康
保
険
税
は
毎
年
５
％
程

度
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
試
算
の
段
階
で
あ
り
、

北
海
道
で
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　
去
年
の
11
月
８
日
付

の
雑
誌
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
、

自
治
体
病
院
収
支
赤
字
率
ワ
ー

ス
ト
１
０
０
の
内
、
道
北
が
42

も
入
っ
て
い
る
が
ど
う
考
え
る

か
。

　
　
　
　
道
北
一
帯
と
い
っ
た

ら
課
題
が
大
き
い
の
で
、
我
が

町
と
し
て
は
、
町
民
の
医
療
を

守
っ
て
い
き
た
い
。

旭日単光章を受章された小田貞一氏

幌延町議会６月定例会まちあいセミナー

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長
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▽
報
告
第
１
号

　
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
計
算

書
の
報
告

▽
報
告
第
２
号

　
有
限
会
社
幌
延
畜
産
振
興
公

社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
の
入
牧
頭
数
は

６
百
48
頭
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
１
百
44
頭
の
減
少
と
な
っ

た
。

　
営
業
収
益
は
６
千
５
百
48
万

９
千
56
円
で
、
営
業
利
益
は
２

万
４
百
76
円
で
あ
っ
た
。

　
平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
は
、

放
牧
頭
数
は
５
百
80
頭
を
予
定

し
て
お
り
、
前
年
度
計
画
よ
り

１
百
80
頭
の
減
少
。
予
算
に
つ

い
て
は
、
収
支
と
も
に
６
千
３

百
43
万
３
千
円
と
し
た
。

▽
報
告
第
３
号

　
幌
延
町
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場

の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
の
入
場
者
は
２

万
７
千
７
百
56
人
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１
万

８
千
２
百
９
人
の
減
少
と
な
っ

た
。

　
営
業
収
益
は
１
千
７
百
39
万

９
千
７
百
78
円
と
な
り
、
営
業

費
用
が
２
千
29
万
４
千
55
円
で
、

営
業
利
益
は
マ
イ
ナ
ス
２
百
89

万
４
千
２
百
77
円
で
あ
っ
た
。

　
平
成
29
年
度
の
収
支
予
算
は
、

収
支
と
も
に
１
千
９
百
28
万
６

千
円
と
し
た
。

▽
同
意
第
１
〜
９
号

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
農
業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て

は
法
律
が
改
正
さ
れ
、
公
選
制

か
ら
町
長
の
任
命
制
に
変
更
さ

れ
た
。
候
補
者
評
価
委
員
会
を

設
置
し
、
評
価
の
結
果
、
適
正

で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

同
意
第
１
号

　
　
無
量
谷
　
　
　
稔
　
氏

同
意
第
２
号

　
　
小
島
　
　
　
和
博
　
氏

同
意
第
３
号

　
　
庄
司
　
　
　
金
八
　
氏

同
意
第
４
号

　
　
卯
子
澤
　
　
春
雄
　
氏

同
意
第
５
号

　
　
井
上
　
　
　
敏
昭
　
氏

同
意
第
６
号

　
　
糠
　
　
　
　
則
明
　
氏

同
意
第
７
号

　
　
高
橋
　
　
　
英
美
　
氏

同
意
第
８
号

　
　
夘
子
澤
　
　
芳
彦
　
氏

同
意
第
９
号

　
　
無
量
谷
　
　
　
隆
　
氏

以
上
、
原
案
と
お
り
同
意
し
た
。

▽
議
案
第
１
号

　
幌
延
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

▽
議
案
第
２
号
　

　
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

▽
議
案
第
３
号

　
幌
延
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
町
外
の
団
体
が
野
球
場
を
利

用
す
る
場
合
は
、
基
本
利
用
料

の
４
倍
の
料
金
設
定
と
な
っ
て

い
た
が
、
町
内
の
他
の
社
会
教

育
施
設
は
２
倍
の
料
金
で
あ
り
、

整
合
性
を
図
る
た
め
料
金
設
定

を
２
倍
に
改
め
る
。

　
次
に
、
町
内
の
中
学
生
以
下

の
団
体
が
夜
間
照
明
を
使
用
す

る
場
合
は
、
使
用
料
を
無
料
と

規
定
す
る
。

　
た
く
さ
ん
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ほ
し

い
。

　
町
外
の
方
や
町
内
の
小
中
学

生
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
呼
び
か
け
て
行
き
た
い
。

▽
議
案
第
４
号

　
幌
延
町
立
診
療
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▽
議
案
第
５
号

　
幌
延
町
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
町
へ
の
申
請
や
届
け
出
そ
の

他
の
手
続
き
が
書
面
に
加
え
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

出
来
る
よ
う
に
し
、
町
民
の
利

便
性
の
向
上
と
行
政
運
営
の
簡

素
化
、
効
率
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
学
校
施
設
な
ど
を
借
り
る
場

合
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
手
続
き
で
き
る
の
か
。

　
本
町
と
し
て
は
、
あ
る
程
度

国
の
方
で
決
め
ら
れ
て
い
る
分

野
で
あ
る
、
子
育
て
関
連
の
業

務
と
い
う
所
で
進
め
て
い
る
。

▽
議
案
第
６
号

　
幌
延
町
酪
農
・
肉
用
牛
増
産

近
代
化
施
設
整
備
の
支
援
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▽
議
案
第
７
号

　
戸
籍
事
務
の
一
部
委
託
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

▽
議
案
第
８
号

　
幌
延
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
繰
越
金
４
千
万
円
の
内
容
は
。

　
１
番
大
き
な
要
因
と
し
て
、

今
年
は
例
年
に
比
べ
雪
が
少
な

く
、
道
路
の
除
雪
経
費
約
３
千

万
円
の
執
行
残
が
生
じ
た
。
ま

た
、
生
乳
生
産
拡
大
事
業
補
助

金
の
利
用
も
な
か
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
の
森
の
斜
面
の
木

が
伐
採
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
予
算
の
関
係
も
あ
り
、
今
年

は
あ
の
ま
ま
乾
燥
さ
せ
て
利
用

価
値
を
見
つ
け
て
行
き
た
い
。

百
20
周
年
事
業
と
し
て
、
あ
の

場
所
に
植
樹
を
検
討
し
、
計
画

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
年
度
途
中
に
森
林
組
合
へ
出

資
金
を
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
と
本
町
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
留
萌
北
部
森
林
組
合
の
総
会

で
、
本
町
に
13
万
８
千
６
百
円

の
配
当
が
決
定
さ
れ
た
が
、
資

本
強
化
の
為
に
同
額
収
支
を
依

頼
さ
れ
た
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
本
町
は
組
合

員
で
あ
り
、
地
域
の
森
林
を
守

る
と
い
う
形
で
の
資
本
強
化
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

▽
議
案
第
９
号

　
幌
延
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

▽
意
見
案
第
１
号

　
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
夜
勤
交
替
制
労
働
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

○
調
査
事
項

▽
幌
延
町
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
技
術
の
利
用
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
行
政
機
関
に
係
る
申
請
や
届

け
出
な
ど
の
手
続
き
に
関
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

行
え
る
よ
う
、
整
備
す
る
。

　
補
正
で
の
予
算
規
模
は
。

　
１
百
27
万
４
千
４
百
円
で
シ

ス
テ
ム
改
修
予
算
を
計
上
す
る
。

▽
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同

利
用
に
つ
い
て

　
今
年
の
12
月
に
リ
プ
レ
イ
ス

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
猿
払
村
も

同
様
に
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要

で
あ
り
、浜
頓
別
町
、中
頓
別
町
、

豊
富
町
の
３
町
は
以
前
か
ら
戸

籍
情
報
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用

し
て
お
り
、
こ
の
５
町
村
が
共

同
利
用
す
る
こ
と
で
、
相
対
的

な
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
共
同
利
用
の

方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
。

　
広
域
で
共
同
で
や
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
は
。

　
既
に
共
同
利
用
し
て
い
た
３

町
と
当
町
の
シ
ス
テ
ム
が
一
緒

だ
っ
た
こ
と
か
ら
声
か
け
が

あ
っ
た
。
猿
払
村
も
リ
プ
レ
イ

ス
の
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
声

を
か
け
、
話
を
進
め
た
。

　
西
天
北
５
町
で
は
検
討
さ
れ

た
の
か
。

　
留
萌
管
内
は
、
戸
籍
だ
け
で

な
く
財
務
な
ど
全
て
の
行
政
シ

ス
テ
ム
を
共
同
利
用
し
て
お
り
、

本
町
と
は
内
容
が
違
う
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
関
係
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
総
務
省
の
方
で
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
連

携
に
関
し
て
は
方
向
が
固
ま
っ

て
い
な
い
。

　
協
議
を
本
会
議
前
に
行
い
、

本
会
議
で
承
認
と
い
う
運
び
に

な
ら
な
い
の
に
は
、
何
か
理
由

が
あ
る
の
か
。

　
地
方
自
治
法
で
は
、
他
町
村

に
事
務
を
委
託
す
る
場
合
、
委

託
し
た
際
に
議
会
の
議
決
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
律
で

決
ま
っ
て
い
る
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
行
政
上
の

各
種
証
明
書
が
取
得
可
能
と
な

り
、
地
方
公
共
団
体
は
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
行
う
た
め
の
発
行
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
。
住
民
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

証
明
書
類
は
、
戸
籍
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
。

　
本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

の
交
付
率
が
８
．
４
％
し
か
な

い
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の
利
用

者
を
見
込
ん
で
、
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
利
用
は
未
知
数
だ
が
、
町
民

へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た

い
。

　
平
成
34
年
に
機
器
更
新
で
、

５
百
40
万
円
か
か
る
。
普
通
交

付
税
が
措
置
さ
れ
な
い
場
合
、

や
め
る
こ
と
は
出
来
る
の
か
。

　
自
治
体
の
判
断
で
や
め
る
こ

と
は
で
き
る
と
思
う
。

　
コ
ン
ビ
ニ
全
店
舗
が
取
扱
し

て
い
る
の
か
。

　
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
を
始
め
と

す
る
大
手
コ
ン
ビ
ニ
系
列
全
店

舗
で
交
付
は
受
け
ら
れ
る
状
況
。

　
手
数
料
が
か
か
る
と
思
う
が
。

　
事
業
者
に
対
し
て
、
交
付
手

数
料
、
１
件
あ
た
り
１
百
15
円

を
自
治
体
が
負
担
す
る
。

▽
ふ
る
さ
と
の
森
森
林
公
園
改

修
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
29
年
度
、
30
年
度
の
２
ヵ
年

で
計
画
。
29
年
度
の
事
業
は
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
管
理
棟
の
改
修

東
屋
の
塗
装
、
展
望
台
危
険
防

止
柵
の
設
置
。
30
年
度
は
、
炊

事
場
塗
装
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊

具
の
撤
去
と
塗
装
。
２
ヵ
年
の

総
額
９
千
52
万
５
千
６
百
円
の

事
業
費
で
あ
る
。

　
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
を
撤
去

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

幼
児
が
遊
べ
る
遊
具
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
こ
の
事
業
は
、
遊
具
を
設
置

す
る
計
画
で
は
な
い
。
時
期
を

見
な
が
ら
設
置
を
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
遊
歩
道
が
壊
れ
て
い
て
補
修

が
で
き
な
い
か
と
町
民
か
ら
要

望
が
来
て
い
る
。
今
回
の
改
修

計
画
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
が
。

　
担
当
課
の
産
業
振
興
課
と
協

議
し
て
、
来
年
度
の
予
算
に
計

上
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

　
暗
渠
排
水
を
入
れ
る
の
か
。

電
線
は
地
下
埋
設
す
る
の
か
。

事
業
費
は
全
て
単
費
に
な
る
の

か
。

　
１
番
の
目
的
は
、
暗
渠
排
水

の
敷
設
を
す
る
こ
と
。
電
線
の

地
下
埋
設
は
考
え
て
い
な
い
。

事
業
費
は
全
て
単
費
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
方
式
の

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
全
面
的
に
整
備
が
必
要
と
な

り
、
経
費
も
か
か
る
た
め
今
は

考
え
て
い
な
い
。

▽
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て

　
本
町
で
の
就
農
を
目
指
し
、

新
規
就
農
研
修
を
し
て
い
た
新

規
就
農
予
定
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
５
月
31
日
を
も
っ
て

新
規
就
農
研
修
を
終
了
し
、
新

規
就
農
に
向
け
た
準
備
段
階
に

入
っ
た
。
６
月
１
日
付
で
Ｊ
Ａ

幌
延
町
の
組
合
員
資
格
を
取
得

し
、
農
地
の
取
得
や
乳
牛
の
購

入
、
施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
は
乳
牛
の
固
有
や

施
設
整
備
に
関
す
る
資
金
、
借

入
協
議
等
を
実
施
し
、
貸
付
け

決
定
後
、
本
格
的
に
営
農
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
る
。
支
援
額

は
４
千
５
百
56
万
円
。

　
次
に
新
規
就
農
者
支
援
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
く
支
援
に
つ

い
て
は
、
新
規
就
農
者
支
援
経

営
自
立
安
定
補
助
金
と
し
て
、

借
入
金
に
対
す
る
支
援
、
利
子

補
給
、
農
用
地
等
の
賃
借
料
、

農
地
等
に
課
税
さ
れ
る
固
定
資

産
税
相
当
額
に
対
す
る
支
援
を

定
め
て
い
る
。

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
活

動
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
新
設
で
あ
り
、

目
的
は
多
様
な
発
想
に
基
づ
き
、

町
民
意
識
や
地
域
の
実
情
に
即

し
て
自
主
的
、
主
体
的
に
行
う

公
益
性
、
公
共
性
の
高
い
活
動

に
対
し
て
、
町
が
支
援
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
町
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
補
助
金

を
活
用
す
る
事
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
の
新
し
い
団
体
の
立
ち
上
げ
、

既
存
団
体
の
新
し
い
公
益
的
、

公
共
事
業
等
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
新
た
な
協
働
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
も
目

的
と
な
っ
て
い
る
。

　
対
象
者
の
要
件
は
、
３
名
以

上
の
町
内
在
住
者
又
は
町
内
に

勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
者
で
組

織
さ
れ
た
団
体
と
し
て
い
る
。

▽
幌
延
町
家
畜
伝
染
病
救
済
対

策
互
助
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
５
月
29
日
。
町
は

Ｊ
Ａ
幌
延
町
営
農
部
を
事
務
局

と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
幌
延
町

家
畜
伝
染
病
救
済
対
策
互
助
会

へ
の
支
援
を
決
定
し
た
。

　
本
町
で
は
、
平
成
12
年
か
ら

防
疫
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た

が
、
平
成
27
年
か
ら
２
年
連
続

し
て
牛
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
が
発
生

し
た
。

　
幌
延
町
家
畜
伝
染
病
救
済
対

策
互
助
会
で
は
、
自
助
、
公
助

の
精
神
に
基
づ
き
、
発
生
農
場
、

互
助
会
会
員
、Ｊ
Ａ
幌
延
町
が
そ

れ
ぞ
れ
互
助
対
象
費
の
25
％
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
町
も
同
様
の
割
合
で
互
助

会
へ
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

▽
幌
延
町
酪
農
・
肉
用
牛
増
産

近
代
化
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て　
事
業
の
概
要
は
、
補
助
対
象

経
費
を
除
い
た
自
己
負
担
額
と

し
て
い
る
。
自
己
負
担
額
が
一

定
額
以
上
を
超
え
た
場
合
に
、

２
分
の
１
以
内
で
上
限
額
を
設

定
し
て
、
補
助
す
る
事
業
。

　
平
成
36
年
３
月
が
期
限
と

な
っ
て
い
る
が
、
期
日
的
に
厳

し
い
部
分
が
あ
る
。
猶
予
等
、

十
分
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
利
用
状
況
等
を
見
な
が
ら
、

今
後
検
討
を
進
め
る
。

　
固
定
資
産
税
の
免
除
又
は
軽

減
す
る
措
置
は
な
い
の
か
。

　
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

６
月
７
日

６
月
７
日

第
３
回
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

第
３
回
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

総合スポーツ公園で行われているナイター野球

ふるさとの森から見た市街地

答 問問 答 問

答

答 問問問 答

問答問答問答

答

答 問
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▽
報
告
第
１
号

　
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
計
算

書
の
報
告

▽
報
告
第
２
号

　
有
限
会
社
幌
延
畜
産
振
興
公

社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
の
入
牧
頭
数
は

６
百
48
頭
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
１
百
44
頭
の
減
少
と
な
っ

た
。

　
営
業
収
益
は
６
千
５
百
48
万

９
千
56
円
で
、
営
業
利
益
は
２

万
４
百
76
円
で
あ
っ
た
。

　
平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
は
、

放
牧
頭
数
は
５
百
80
頭
を
予
定

し
て
お
り
、
前
年
度
計
画
よ
り

１
百
80
頭
の
減
少
。
予
算
に
つ

い
て
は
、
収
支
と
も
に
６
千
３

百
43
万
３
千
円
と
し
た
。

▽
報
告
第
３
号

　
幌
延
町
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場

の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
の
入
場
者
は
２

万
７
千
７
百
56
人
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１
万

８
千
２
百
９
人
の
減
少
と
な
っ

た
。

　
営
業
収
益
は
１
千
７
百
39
万

９
千
７
百
78
円
と
な
り
、
営
業

費
用
が
２
千
29
万
４
千
55
円
で
、

営
業
利
益
は
マ
イ
ナ
ス
２
百
89

万
４
千
２
百
77
円
で
あ
っ
た
。

　
平
成
29
年
度
の
収
支
予
算
は
、

収
支
と
も
に
１
千
９
百
28
万
６

千
円
と
し
た
。

▽
同
意
第
１
〜
９
号

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
農
業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て

は
法
律
が
改
正
さ
れ
、
公
選
制

か
ら
町
長
の
任
命
制
に
変
更
さ

れ
た
。
候
補
者
評
価
委
員
会
を

設
置
し
、
評
価
の
結
果
、
適
正

で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

同
意
第
１
号

　
　
無
量
谷
　
　
　
稔
　
氏

同
意
第
２
号

　
　
小
島
　
　
　
和
博
　
氏

同
意
第
３
号

　
　
庄
司
　
　
　
金
八
　
氏

同
意
第
４
号

　
　
卯
子
澤
　
　
春
雄
　
氏

同
意
第
５
号

　
　
井
上
　
　
　
敏
昭
　
氏

同
意
第
６
号

　
　
糠
　
　
　
　
則
明
　
氏

同
意
第
７
号

　
　
高
橋
　
　
　
英
美
　
氏

同
意
第
８
号

　
　
夘
子
澤
　
　
芳
彦
　
氏

同
意
第
９
号

　
　
無
量
谷
　
　
　
隆
　
氏

以
上
、
原
案
と
お
り
同
意
し
た
。

▽
議
案
第
１
号

　
幌
延
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

▽
議
案
第
２
号
　

　
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

▽
議
案
第
３
号

　
幌
延
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
町
外
の
団
体
が
野
球
場
を
利

用
す
る
場
合
は
、
基
本
利
用
料

の
４
倍
の
料
金
設
定
と
な
っ
て

い
た
が
、
町
内
の
他
の
社
会
教

育
施
設
は
２
倍
の
料
金
で
あ
り
、

整
合
性
を
図
る
た
め
料
金
設
定

を
２
倍
に
改
め
る
。

　
次
に
、
町
内
の
中
学
生
以
下

の
団
体
が
夜
間
照
明
を
使
用
す

る
場
合
は
、
使
用
料
を
無
料
と

規
定
す
る
。

　
た
く
さ
ん
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ほ
し

い
。

　
町
外
の
方
や
町
内
の
小
中
学

生
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
呼
び
か
け
て
行
き
た
い
。

▽
議
案
第
４
号

　
幌
延
町
立
診
療
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▽
議
案
第
５
号

　
幌
延
町
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
町
へ
の
申
請
や
届
け
出
そ
の

他
の
手
続
き
が
書
面
に
加
え
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

出
来
る
よ
う
に
し
、
町
民
の
利

便
性
の
向
上
と
行
政
運
営
の
簡

素
化
、
効
率
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
学
校
施
設
な
ど
を
借
り
る
場

合
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
手
続
き
で
き
る
の
か
。

　
本
町
と
し
て
は
、
あ
る
程
度

国
の
方
で
決
め
ら
れ
て
い
る
分

野
で
あ
る
、
子
育
て
関
連
の
業

務
と
い
う
所
で
進
め
て
い
る
。

▽
議
案
第
６
号

　
幌
延
町
酪
農
・
肉
用
牛
増
産

近
代
化
施
設
整
備
の
支
援
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▽
議
案
第
７
号

　
戸
籍
事
務
の
一
部
委
託
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

▽
議
案
第
８
号

　
幌
延
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
繰
越
金
４
千
万
円
の
内
容
は
。

　
１
番
大
き
な
要
因
と
し
て
、

今
年
は
例
年
に
比
べ
雪
が
少
な

く
、
道
路
の
除
雪
経
費
約
３
千

万
円
の
執
行
残
が
生
じ
た
。
ま

た
、
生
乳
生
産
拡
大
事
業
補
助

金
の
利
用
も
な
か
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
の
森
の
斜
面
の
木

が
伐
採
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
予
算
の
関
係
も
あ
り
、
今
年

は
あ
の
ま
ま
乾
燥
さ
せ
て
利
用

価
値
を
見
つ
け
て
行
き
た
い
。

百
20
周
年
事
業
と
し
て
、
あ
の

場
所
に
植
樹
を
検
討
し
、
計
画

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
年
度
途
中
に
森
林
組
合
へ
出

資
金
を
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
と
本
町
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
留
萌
北
部
森
林
組
合
の
総
会

で
、
本
町
に
13
万
８
千
６
百
円

の
配
当
が
決
定
さ
れ
た
が
、
資

本
強
化
の
為
に
同
額
収
支
を
依

頼
さ
れ
た
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
本
町
は
組
合

員
で
あ
り
、
地
域
の
森
林
を
守

る
と
い
う
形
で
の
資
本
強
化
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

▽
議
案
第
９
号

　
幌
延
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

▽
意
見
案
第
１
号

　
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
夜
勤
交
替
制
労
働
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

○
調
査
事
項

▽
幌
延
町
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
技
術
の
利
用
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
行
政
機
関
に
係
る
申
請
や
届

け
出
な
ど
の
手
続
き
に
関
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

行
え
る
よ
う
、
整
備
す
る
。

　
補
正
で
の
予
算
規
模
は
。

　
１
百
27
万
４
千
４
百
円
で
シ

ス
テ
ム
改
修
予
算
を
計
上
す
る
。

▽
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同

利
用
に
つ
い
て

　
今
年
の
12
月
に
リ
プ
レ
イ
ス

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
猿
払
村
も

同
様
に
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要

で
あ
り
、浜
頓
別
町
、中
頓
別
町
、

豊
富
町
の
３
町
は
以
前
か
ら
戸

籍
情
報
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用

し
て
お
り
、
こ
の
５
町
村
が
共

同
利
用
す
る
こ
と
で
、
相
対
的

な
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
共
同
利
用
の

方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
。

　
広
域
で
共
同
で
や
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
は
。

　
既
に
共
同
利
用
し
て
い
た
３

町
と
当
町
の
シ
ス
テ
ム
が
一
緒

だ
っ
た
こ
と
か
ら
声
か
け
が

あ
っ
た
。
猿
払
村
も
リ
プ
レ
イ

ス
の
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
声

を
か
け
、
話
を
進
め
た
。

　
西
天
北
５
町
で
は
検
討
さ
れ

た
の
か
。

　
留
萌
管
内
は
、
戸
籍
だ
け
で

な
く
財
務
な
ど
全
て
の
行
政
シ

ス
テ
ム
を
共
同
利
用
し
て
お
り
、

本
町
と
は
内
容
が
違
う
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
関
係
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
総
務
省
の
方
で
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
連

携
に
関
し
て
は
方
向
が
固
ま
っ

て
い
な
い
。

　
協
議
を
本
会
議
前
に
行
い
、

本
会
議
で
承
認
と
い
う
運
び
に

な
ら
な
い
の
に
は
、
何
か
理
由

が
あ
る
の
か
。

　
地
方
自
治
法
で
は
、
他
町
村

に
事
務
を
委
託
す
る
場
合
、
委

託
し
た
際
に
議
会
の
議
決
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
律
で

決
ま
っ
て
い
る
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
行
政
上
の

各
種
証
明
書
が
取
得
可
能
と
な

り
、
地
方
公
共
団
体
は
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
行
う
た
め
の
発
行
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
。
住
民
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

証
明
書
類
は
、
戸
籍
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
。

　
本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

の
交
付
率
が
８
．
４
％
し
か
な

い
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の
利
用

者
を
見
込
ん
で
、
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
利
用
は
未
知
数
だ
が
、
町
民

へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た

い
。

　
平
成
34
年
に
機
器
更
新
で
、

５
百
40
万
円
か
か
る
。
普
通
交

付
税
が
措
置
さ
れ
な
い
場
合
、

や
め
る
こ
と
は
出
来
る
の
か
。

　
自
治
体
の
判
断
で
や
め
る
こ

と
は
で
き
る
と
思
う
。

　
コ
ン
ビ
ニ
全
店
舗
が
取
扱
し

て
い
る
の
か
。

　
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
を
始
め
と

す
る
大
手
コ
ン
ビ
ニ
系
列
全
店

舗
で
交
付
は
受
け
ら
れ
る
状
況
。

　
手
数
料
が
か
か
る
と
思
う
が
。

　
事
業
者
に
対
し
て
、
交
付
手

数
料
、
１
件
あ
た
り
１
百
15
円

を
自
治
体
が
負
担
す
る
。

▽
ふ
る
さ
と
の
森
森
林
公
園
改

修
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
29
年
度
、
30
年
度
の
２
ヵ
年

で
計
画
。
29
年
度
の
事
業
は
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
管
理
棟
の
改
修

東
屋
の
塗
装
、
展
望
台
危
険
防

止
柵
の
設
置
。
30
年
度
は
、
炊

事
場
塗
装
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊

具
の
撤
去
と
塗
装
。
２
ヵ
年
の

総
額
９
千
52
万
５
千
６
百
円
の

事
業
費
で
あ
る
。

　
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
を
撤
去

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

幼
児
が
遊
べ
る
遊
具
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
こ
の
事
業
は
、
遊
具
を
設
置

す
る
計
画
で
は
な
い
。
時
期
を

見
な
が
ら
設
置
を
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
遊
歩
道
が
壊
れ
て
い
て
補
修

が
で
き
な
い
か
と
町
民
か
ら
要

望
が
来
て
い
る
。
今
回
の
改
修

計
画
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
が
。

　
担
当
課
の
産
業
振
興
課
と
協

議
し
て
、
来
年
度
の
予
算
に
計

上
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

　
暗
渠
排
水
を
入
れ
る
の
か
。

電
線
は
地
下
埋
設
す
る
の
か
。

事
業
費
は
全
て
単
費
に
な
る
の

か
。

　
１
番
の
目
的
は
、
暗
渠
排
水

の
敷
設
を
す
る
こ
と
。
電
線
の

地
下
埋
設
は
考
え
て
い
な
い
。

事
業
費
は
全
て
単
費
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
方
式
の

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
全
面
的
に
整
備
が
必
要
と
な

り
、
経
費
も
か
か
る
た
め
今
は

考
え
て
い
な
い
。

▽
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て

　
本
町
で
の
就
農
を
目
指
し
、

新
規
就
農
研
修
を
し
て
い
た
新

規
就
農
予
定
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
５
月
31
日
を
も
っ
て

新
規
就
農
研
修
を
終
了
し
、
新

規
就
農
に
向
け
た
準
備
段
階
に

入
っ
た
。
６
月
１
日
付
で
Ｊ
Ａ

幌
延
町
の
組
合
員
資
格
を
取
得

し
、
農
地
の
取
得
や
乳
牛
の
購

入
、
施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
は
乳
牛
の
固
有
や

施
設
整
備
に
関
す
る
資
金
、
借

入
協
議
等
を
実
施
し
、
貸
付
け

決
定
後
、
本
格
的
に
営
農
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
る
。
支
援
額

は
４
千
５
百
56
万
円
。

　
次
に
新
規
就
農
者
支
援
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
く
支
援
に
つ

い
て
は
、
新
規
就
農
者
支
援
経

営
自
立
安
定
補
助
金
と
し
て
、

借
入
金
に
対
す
る
支
援
、
利
子

補
給
、
農
用
地
等
の
賃
借
料
、

農
地
等
に
課
税
さ
れ
る
固
定
資

産
税
相
当
額
に
対
す
る
支
援
を

定
め
て
い
る
。

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
活

動
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
新
設
で
あ
り
、

目
的
は
多
様
な
発
想
に
基
づ
き
、

町
民
意
識
や
地
域
の
実
情
に
即

し
て
自
主
的
、
主
体
的
に
行
う

公
益
性
、
公
共
性
の
高
い
活
動

に
対
し
て
、
町
が
支
援
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
町
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
補
助
金

を
活
用
す
る
事
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
の
新
し
い
団
体
の
立
ち
上
げ
、

既
存
団
体
の
新
し
い
公
益
的
、

公
共
事
業
等
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
新
た
な
協
働
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
も
目

的
と
な
っ
て
い
る
。

　
対
象
者
の
要
件
は
、
３
名
以

上
の
町
内
在
住
者
又
は
町
内
に

勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
者
で
組

織
さ
れ
た
団
体
と
し
て
い
る
。

▽
幌
延
町
家
畜
伝
染
病
救
済
対

策
互
助
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
５
月
29
日
。
町
は

Ｊ
Ａ
幌
延
町
営
農
部
を
事
務
局

と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
幌
延
町

家
畜
伝
染
病
救
済
対
策
互
助
会

へ
の
支
援
を
決
定
し
た
。

　
本
町
で
は
、
平
成
12
年
か
ら

防
疫
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た

が
、
平
成
27
年
か
ら
２
年
連
続

し
て
牛
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
が
発
生

し
た
。

　
幌
延
町
家
畜
伝
染
病
救
済
対

策
互
助
会
で
は
、
自
助
、
公
助

の
精
神
に
基
づ
き
、
発
生
農
場
、

互
助
会
会
員
、Ｊ
Ａ
幌
延
町
が
そ

れ
ぞ
れ
互
助
対
象
費
の
25
％
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
町
も
同
様
の
割
合
で
互
助

会
へ
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

▽
幌
延
町
酪
農
・
肉
用
牛
増
産

近
代
化
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て　
事
業
の
概
要
は
、
補
助
対
象

経
費
を
除
い
た
自
己
負
担
額
と

し
て
い
る
。
自
己
負
担
額
が
一

定
額
以
上
を
超
え
た
場
合
に
、

２
分
の
１
以
内
で
上
限
額
を
設

定
し
て
、
補
助
す
る
事
業
。

　
平
成
36
年
３
月
が
期
限
と

な
っ
て
い
る
が
、
期
日
的
に
厳

し
い
部
分
が
あ
る
。
猶
予
等
、

十
分
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
利
用
状
況
等
を
見
な
が
ら
、

今
後
検
討
を
進
め
る
。

　
固
定
資
産
税
の
免
除
又
は
軽

減
す
る
措
置
は
な
い
の
か
。

　
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

６
月
７
日

６
月
７
日

第
３
回
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

第
３
回
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

総合スポーツ公園で行われているナイター野球

ふるさとの森から見た市街地

答 問問 答 問

答

答 問問問 答

問答問答問答

答

答 問
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○
調
査
事
項

▽
幌
延
町
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
技
術
の
利
用
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
行
政
機
関
に
係
る
申
請
や
届

け
出
な
ど
の
手
続
き
に
関
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

行
え
る
よ
う
、
整
備
す
る
。

　
補
正
で
の
予
算
規
模
は
。

　
１
百
27
万
４
千
４
百
円
で
シ

ス
テ
ム
改
修
予
算
を
計
上
す
る
。

▽
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同

利
用
に
つ
い
て

　
今
年
の
12
月
に
リ
プ
レ
イ
ス

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
猿
払
村
も

同
様
に
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要

で
あ
り
、浜
頓
別
町
、中
頓
別
町
、

豊
富
町
の
３
町
は
以
前
か
ら
戸

籍
情
報
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用

し
て
お
り
、
こ
の
５
町
村
が
共

同
利
用
す
る
こ
と
で
、
相
対
的

な
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
共
同
利
用
の

方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
。

　
広
域
で
共
同
で
や
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
は
。

　
既
に
共
同
利
用
し
て
い
た
３

町
と
当
町
の
シ
ス
テ
ム
が
一
緒

だ
っ
た
こ
と
か
ら
声
か
け
が

あ
っ
た
。
猿
払
村
も
リ
プ
レ
イ

ス
の
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
声

を
か
け
、
話
を
進
め
た
。

　
西
天
北
５
町
で
は
検
討
さ
れ

た
の
か
。

　
留
萌
管
内
は
、
戸
籍
だ
け
で

な
く
財
務
な
ど
全
て
の
行
政
シ

ス
テ
ム
を
共
同
利
用
し
て
お
り
、

本
町
と
は
内
容
が
違
う
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
関
係
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
総
務
省
の
方
で
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
連

携
に
関
し
て
は
方
向
が
固
ま
っ

て
い
な
い
。

　
協
議
を
本
会
議
前
に
行
い
、

本
会
議
で
承
認
と
い
う
運
び
に

な
ら
な
い
の
に
は
、
何
か
理
由

が
あ
る
の
か
。

　
地
方
自
治
法
で
は
、
他
町
村

に
事
務
を
委
託
す
る
場
合
、
委

託
し
た
際
に
議
会
の
議
決
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
律
で

決
ま
っ
て
い
る
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
行
政
上
の

各
種
証
明
書
が
取
得
可
能
と
な

り
、
地
方
公
共
団
体
は
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
行
う
た
め
の
発
行
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
。
住
民
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

証
明
書
類
は
、
戸
籍
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
。

　
本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

の
交
付
率
が
８
．
４
％
し
か
な

い
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の
利
用

者
を
見
込
ん
で
、
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
利
用
は
未
知
数
だ
が
、
町
民

へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た

い
。

　
平
成
34
年
に
機
器
更
新
で
、

５
百
40
万
円
か
か
る
。
普
通
交

付
税
が
措
置
さ
れ
な
い
場
合
、

や
め
る
こ
と
は
出
来
る
の
か
。

　
自
治
体
の
判
断
で
や
め
る
こ

と
は
で
き
る
と
思
う
。

　
コ
ン
ビ
ニ
全
店
舗
が
取
扱
し

て
い
る
の
か
。

　
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
を
始
め
と

す
る
大
手
コ
ン
ビ
ニ
系
列
全
店

舗
で
交
付
は
受
け
ら
れ
る
状
況
。

　
手
数
料
が
か
か
る
と
思
う
が
。

　
事
業
者
に
対
し
て
、
交
付
手

数
料
、
１
件
あ
た
り
１
百
15
円

を
自
治
体
が
負
担
す
る
。

▽
ふ
る
さ
と
の
森
森
林
公
園
改

修
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
29
年
度
、
30
年
度
の
２
ヵ
年

で
計
画
。
29
年
度
の
事
業
は
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
管
理
棟
の
改
修

東
屋
の
塗
装
、
展
望
台
危
険
防

止
柵
の
設
置
。
30
年
度
は
、
炊

事
場
塗
装
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊

具
の
撤
去
と
塗
装
。
２
ヵ
年
の

総
額
９
千
52
万
５
千
６
百
円
の

事
業
費
で
あ
る
。

　
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
を
撤
去

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

幼
児
が
遊
べ
る
遊
具
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
こ
の
事
業
は
、
遊
具
を
設
置

す
る
計
画
で
は
な
い
。
時
期
を

見
な
が
ら
設
置
を
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
遊
歩
道
が
壊
れ
て
い
て
補
修

が
で
き
な
い
か
と
町
民
か
ら
要

望
が
来
て
い
る
。
今
回
の
改
修

計
画
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
が
。

　
担
当
課
の
産
業
振
興
課
と
協

議
し
て
、
来
年
度
の
予
算
に
計

上
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

　
暗
渠
排
水
を
入
れ
る
の
か
。

電
線
は
地
下
埋
設
す
る
の
か
。

事
業
費
は
全
て
単
費
に
な
る
の

か
。

　
１
番
の
目
的
は
、
暗
渠
排
水

の
敷
設
を
す
る
こ
と
。
電
線
の

地
下
埋
設
は
考
え
て
い
な
い
。

事
業
費
は
全
て
単
費
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
方
式
の

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
全
面
的
に
整
備
が
必
要
と
な

り
、
経
費
も
か
か
る
た
め
今
は

考
え
て
い
な
い
。

▽
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て

　
本
町
で
の
就
農
を
目
指
し
、

新
規
就
農
研
修
を
し
て
い
た
新

規
就
農
予
定
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
５
月
31
日
を
も
っ
て

新
規
就
農
研
修
を
終
了
し
、
新

規
就
農
に
向
け
た
準
備
段
階
に

入
っ
た
。
６
月
１
日
付
で
Ｊ
Ａ

幌
延
町
の
組
合
員
資
格
を
取
得

し
、
農
地
の
取
得
や
乳
牛
の
購

入
、
施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
は
乳
牛
の
固
有
や

施
設
整
備
に
関
す
る
資
金
、
借

入
協
議
等
を
実
施
し
、
貸
付
け

決
定
後
、
本
格
的
に
営
農
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
る
。
支
援
額

は
４
千
５
百
56
万
円
。

　
次
に
新
規
就
農
者
支
援
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
く
支
援
に
つ

い
て
は
、
新
規
就
農
者
支
援
経

営
自
立
安
定
補
助
金
と
し
て
、

借
入
金
に
対
す
る
支
援
、
利
子

補
給
、
農
用
地
等
の
賃
借
料
、

農
地
等
に
課
税
さ
れ
る
固
定
資

産
税
相
当
額
に
対
す
る
支
援
を

定
め
て
い
る
。

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
活

動
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
新
設
で
あ
り
、

目
的
は
多
様
な
発
想
に
基
づ
き
、

町
民
意
識
や
地
域
の
実
情
に
即

し
て
自
主
的
、
主
体
的
に
行
う

公
益
性
、
公
共
性
の
高
い
活
動

に
対
し
て
、
町
が
支
援
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
町
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
補
助
金

を
活
用
す
る
事
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
の
新
し
い
団
体
の
立
ち
上
げ
、

既
存
団
体
の
新
し
い
公
益
的
、

公
共
事
業
等
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
新
た
な
協
働
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
も
目

的
と
な
っ
て
い
る
。

　
対
象
者
の
要
件
は
、
３
名
以

上
の
町
内
在
住
者
又
は
町
内
に

勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
者
で
組

織
さ
れ
た
団
体
と
し
て
い
る
。

▽
幌
延
町
家
畜
伝
染
病
救
済
対

策
互
助
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
５
月
29
日
。
町
は

Ｊ
Ａ
幌
延
町
営
農
部
を
事
務
局

と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
幌
延
町

家
畜
伝
染
病
救
済
対
策
互
助
会

へ
の
支
援
を
決
定
し
た
。

　
本
町
で
は
、
平
成
12
年
か
ら

防
疫
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た

が
、
平
成
27
年
か
ら
２
年
連
続

し
て
牛
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
が
発
生

し
た
。

　
幌
延
町
家
畜
伝
染
病
救
済
対

策
互
助
会
で
は
、
自
助
、
公
助

の
精
神
に
基
づ
き
、
発
生
農
場
、

互
助
会
会
員
、Ｊ
Ａ
幌
延
町
が
そ

れ
ぞ
れ
互
助
対
象
費
の
25
％
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
町
も
同
様
の
割
合
で
互
助

会
へ
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

▽
幌
延
町
酪
農
・
肉
用
牛
増
産

近
代
化
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て　
事
業
の
概
要
は
、
補
助
対
象

経
費
を
除
い
た
自
己
負
担
額
と

し
て
い
る
。
自
己
負
担
額
が
一

定
額
以
上
を
超
え
た
場
合
に
、

２
分
の
１
以
内
で
上
限
額
を
設

定
し
て
、
補
助
す
る
事
業
。

　
平
成
36
年
３
月
が
期
限
と

な
っ
て
い
る
が
、
期
日
的
に
厳

し
い
部
分
が
あ
る
。
猶
予
等
、

十
分
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
利
用
状
況
等
を
見
な
が
ら
、

今
後
検
討
を
進
め
る
。

　
固
定
資
産
税
の
免
除
又
は
軽

減
す
る
措
置
は
な
い
の
か
。

　
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
７
月
４
日
、
札
幌
市
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
で
お
馴
染
み
の
慶
徳
義
塾

大
学
教
授
金
子
勝
氏
。
日
本
の

経
済
分
析
と
ト
ラ
ン
プ
政
権
、

地
域
経
済
の
影
響
に
つ
い
て
触

れ
ら
れ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と

日
本
銀
行
の
低
金
利
政
策
の
失

敗
、
４
百
20
兆
円
の
国
債
発
行

は
、
戦
中
時
期
と
ほ
ぼ
同
状
況

で
あ
り
、
２
年
間
で
２
％
の
物

価
上
昇
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
政
策

で
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
政
府
、

日
銀
は
目
指
し
た
が
、
失
敗
し

て
い
る
。
実
質
賃
金
も
上
ら
ず
、

家
計
消
費
も
増
え
て
い
な
い
こ

と
を
指
摘
し
た
。

　
次
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
副
委
員
長

島
田
敏
男
氏
は
、
東
京
都
議
会

選
挙
と
安
倍
政
権
の
分
析
を
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
解
説
し
、
な

ぜ
東
京
都
議
選
挙
で
自
民
党
が

歴
史
的
な
大
敗
を
し
た
の
か
、

安
倍
政
権
の
無
党
派
層
の
取
り

込
み
の
失
敗
と
、「
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
」
へ
の
票
の
移
動
に
つ
い

て
分
析
し
た
。
ま
た
民
進
党
と

共
産
党
な
ど
の
野
党
共
闘
に
も

触
れ
た
。

全
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会

編 

集 

後 

記

編
集
委
員
長
　
西
澤
　
裕
之

副
編
集
委
員
長
　
鷲
見
　
　
悟

編

集

委

員
　
吉
原
　
哲
男

高
橋
　
秀
之

　
６
月
上
旬
は
天
候
に
恵
ま

れ
て
農
作
業
も
順
調
に
進
ん

だ
よ
う
で
す
が
、
６
月
下
旬

か
ら
７
月
に
か
け
て
は
、
天

候
不
順
の
日
が
続
き
、
も
ど

か
し
い
思
い
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
全
道
的
に
は
晴
れ
の
日
が

続
い
て
い
る
の
に
、
ど
う
い

う
わ
け
か
天
北
地
域
だ
け
が

曇
天
や
雨
降
り
が
続
い
て
い

ま
す
。
昨
年
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
た
天
候
で
す
。

　
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
自
然

の
流
れ
に
は
敵
わ
な
い
。じ
っ

と
大
地
と
今
を
見
つ
め
て
、

よ
り
良
い
方
向
を
見
出
し
た

い
も
の
で
す
。

新規就農者の山口高弘さん、未久里さん

問答

問問答問問 答問答問答
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○
調
査
事
項

▽
幌
延
町
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
技
術
の
利
用
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
行
政
機
関
に
係
る
申
請
や
届

け
出
な
ど
の
手
続
き
に
関
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

行
え
る
よ
う
、
整
備
す
る
。

　
補
正
で
の
予
算
規
模
は
。

　
１
百
27
万
４
千
４
百
円
で
シ

ス
テ
ム
改
修
予
算
を
計
上
す
る
。

▽
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同

利
用
に
つ
い
て

　
今
年
の
12
月
に
リ
プ
レ
イ
ス

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
猿
払
村
も

同
様
に
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要

で
あ
り
、浜
頓
別
町
、中
頓
別
町
、

豊
富
町
の
３
町
は
以
前
か
ら
戸

籍
情
報
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用

し
て
お
り
、
こ
の
５
町
村
が
共

同
利
用
す
る
こ
と
で
、
相
対
的

な
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
共
同
利
用
の

方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
。

　
広
域
で
共
同
で
や
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
は
。

　
既
に
共
同
利
用
し
て
い
た
３

町
と
当
町
の
シ
ス
テ
ム
が
一
緒

だ
っ
た
こ
と
か
ら
声
か
け
が

あ
っ
た
。
猿
払
村
も
リ
プ
レ
イ

ス
の
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
声

を
か
け
、
話
を
進
め
た
。

　
西
天
北
５
町
で
は
検
討
さ
れ

た
の
か
。

　
留
萌
管
内
は
、
戸
籍
だ
け
で

な
く
財
務
な
ど
全
て
の
行
政
シ

ス
テ
ム
を
共
同
利
用
し
て
お
り
、

本
町
と
は
内
容
が
違
う
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
関
係
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
総
務
省
の
方
で
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
連

携
に
関
し
て
は
方
向
が
固
ま
っ

て
い
な
い
。

　
協
議
を
本
会
議
前
に
行
い
、

本
会
議
で
承
認
と
い
う
運
び
に

な
ら
な
い
の
に
は
、
何
か
理
由

が
あ
る
の
か
。

　
地
方
自
治
法
で
は
、
他
町
村

に
事
務
を
委
託
す
る
場
合
、
委

託
し
た
際
に
議
会
の
議
決
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
律
で

決
ま
っ
て
い
る
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
行
政
上
の

各
種
証
明
書
が
取
得
可
能
と
な

り
、
地
方
公
共
団
体
は
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
行
う
た
め
の
発
行
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
。
住
民
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

証
明
書
類
は
、
戸
籍
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
。

　
本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

の
交
付
率
が
８
．
４
％
し
か
な

い
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の
利
用

者
を
見
込
ん
で
、
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
利
用
は
未
知
数
だ
が
、
町
民

へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た

い
。

　
平
成
34
年
に
機
器
更
新
で
、

５
百
40
万
円
か
か
る
。
普
通
交

付
税
が
措
置
さ
れ
な
い
場
合
、

や
め
る
こ
と
は
出
来
る
の
か
。

　
自
治
体
の
判
断
で
や
め
る
こ

と
は
で
き
る
と
思
う
。

　
コ
ン
ビ
ニ
全
店
舗
が
取
扱
し

て
い
る
の
か
。

　
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
を
始
め
と

す
る
大
手
コ
ン
ビ
ニ
系
列
全
店

舗
で
交
付
は
受
け
ら
れ
る
状
況
。

　
手
数
料
が
か
か
る
と
思
う
が
。

　
事
業
者
に
対
し
て
、
交
付
手

数
料
、
１
件
あ
た
り
１
百
15
円

を
自
治
体
が
負
担
す
る
。

▽
ふ
る
さ
と
の
森
森
林
公
園
改

修
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
29
年
度
、
30
年
度
の
２
ヵ
年

で
計
画
。
29
年
度
の
事
業
は
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
管
理
棟
の
改
修

東
屋
の
塗
装
、
展
望
台
危
険
防

止
柵
の
設
置
。
30
年
度
は
、
炊

事
場
塗
装
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊

具
の
撤
去
と
塗
装
。
２
ヵ
年
の

総
額
９
千
52
万
５
千
６
百
円
の

事
業
費
で
あ
る
。

　
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
を
撤
去

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

幼
児
が
遊
べ
る
遊
具
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
こ
の
事
業
は
、
遊
具
を
設
置

す
る
計
画
で
は
な
い
。
時
期
を

見
な
が
ら
設
置
を
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
遊
歩
道
が
壊
れ
て
い
て
補
修

が
で
き
な
い
か
と
町
民
か
ら
要

望
が
来
て
い
る
。
今
回
の
改
修

計
画
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
が
。

　
担
当
課
の
産
業
振
興
課
と
協

議
し
て
、
来
年
度
の
予
算
に
計

上
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

　
暗
渠
排
水
を
入
れ
る
の
か
。

電
線
は
地
下
埋
設
す
る
の
か
。

事
業
費
は
全
て
単
費
に
な
る
の

か
。

　
１
番
の
目
的
は
、
暗
渠
排
水

の
敷
設
を
す
る
こ
と
。
電
線
の

地
下
埋
設
は
考
え
て
い
な
い
。

事
業
費
は
全
て
単
費
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
方
式
の

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
全
面
的
に
整
備
が
必
要
と
な

り
、
経
費
も
か
か
る
た
め
今
は

考
え
て
い
な
い
。

▽
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て

　
本
町
で
の
就
農
を
目
指
し
、

新
規
就
農
研
修
を
し
て
い
た
新

規
就
農
予
定
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
５
月
31
日
を
も
っ
て

新
規
就
農
研
修
を
終
了
し
、
新

規
就
農
に
向
け
た
準
備
段
階
に

入
っ
た
。
６
月
１
日
付
で
Ｊ
Ａ

幌
延
町
の
組
合
員
資
格
を
取
得

し
、
農
地
の
取
得
や
乳
牛
の
購

入
、
施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
は
乳
牛
の
固
有
や

施
設
整
備
に
関
す
る
資
金
、
借

入
協
議
等
を
実
施
し
、
貸
付
け

決
定
後
、
本
格
的
に
営
農
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
る
。
支
援
額

は
４
千
５
百
56
万
円
。

　
次
に
新
規
就
農
者
支
援
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
く
支
援
に
つ

い
て
は
、
新
規
就
農
者
支
援
経

営
自
立
安
定
補
助
金
と
し
て
、

借
入
金
に
対
す
る
支
援
、
利
子

補
給
、
農
用
地
等
の
賃
借
料
、

農
地
等
に
課
税
さ
れ
る
固
定
資

産
税
相
当
額
に
対
す
る
支
援
を

定
め
て
い
る
。

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
活

動
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
新
設
で
あ
り
、

目
的
は
多
様
な
発
想
に
基
づ
き
、

町
民
意
識
や
地
域
の
実
情
に
即

し
て
自
主
的
、
主
体
的
に
行
う

公
益
性
、
公
共
性
の
高
い
活
動

に
対
し
て
、
町
が
支
援
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
町
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
補
助
金

を
活
用
す
る
事
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
の
新
し
い
団
体
の
立
ち
上
げ
、

既
存
団
体
の
新
し
い
公
益
的
、

公
共
事
業
等
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
新
た
な
協
働
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
も
目

的
と
な
っ
て
い
る
。

　
対
象
者
の
要
件
は
、
３
名
以

上
の
町
内
在
住
者
又
は
町
内
に

勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
者
で
組

織
さ
れ
た
団
体
と
し
て
い
る
。

▽
幌
延
町
家
畜
伝
染
病
救
済
対

策
互
助
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
５
月
29
日
。
町
は

Ｊ
Ａ
幌
延
町
営
農
部
を
事
務
局

と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
幌
延
町

家
畜
伝
染
病
救
済
対
策
互
助
会

へ
の
支
援
を
決
定
し
た
。

　
本
町
で
は
、
平
成
12
年
か
ら

防
疫
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た

が
、
平
成
27
年
か
ら
２
年
連
続

し
て
牛
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
が
発
生

し
た
。

　
幌
延
町
家
畜
伝
染
病
救
済
対

策
互
助
会
で
は
、
自
助
、
公
助

の
精
神
に
基
づ
き
、
発
生
農
場
、

互
助
会
会
員
、Ｊ
Ａ
幌
延
町
が
そ

れ
ぞ
れ
互
助
対
象
費
の
25
％
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
町
も
同
様
の
割
合
で
互
助

会
へ
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

▽
幌
延
町
酪
農
・
肉
用
牛
増
産

近
代
化
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て　
事
業
の
概
要
は
、
補
助
対
象

経
費
を
除
い
た
自
己
負
担
額
と

し
て
い
る
。
自
己
負
担
額
が
一

定
額
以
上
を
超
え
た
場
合
に
、

２
分
の
１
以
内
で
上
限
額
を
設

定
し
て
、
補
助
す
る
事
業
。

　
平
成
36
年
３
月
が
期
限
と

な
っ
て
い
る
が
、
期
日
的
に
厳

し
い
部
分
が
あ
る
。
猶
予
等
、

十
分
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
利
用
状
況
等
を
見
な
が
ら
、

今
後
検
討
を
進
め
る
。

　
固
定
資
産
税
の
免
除
又
は
軽

減
す
る
措
置
は
な
い
の
か
。

　
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
７
月
４
日
、
札
幌
市
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
で
お
馴
染
み
の
慶
徳
義
塾

大
学
教
授
金
子
勝
氏
。
日
本
の

経
済
分
析
と
ト
ラ
ン
プ
政
権
、

地
域
経
済
の
影
響
に
つ
い
て
触

れ
ら
れ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と

日
本
銀
行
の
低
金
利
政
策
の
失

敗
、
４
百
20
兆
円
の
国
債
発
行

は
、
戦
中
時
期
と
ほ
ぼ
同
状
況

で
あ
り
、
２
年
間
で
２
％
の
物

価
上
昇
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
政
策

で
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
政
府
、

日
銀
は
目
指
し
た
が
、
失
敗
し

て
い
る
。
実
質
賃
金
も
上
ら
ず
、

家
計
消
費
も
増
え
て
い
な
い
こ

と
を
指
摘
し
た
。

　
次
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
副
委
員
長

島
田
敏
男
氏
は
、
東
京
都
議
会

選
挙
と
安
倍
政
権
の
分
析
を
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
解
説
し
、
な

ぜ
東
京
都
議
選
挙
で
自
民
党
が

歴
史
的
な
大
敗
を
し
た
の
か
、

安
倍
政
権
の
無
党
派
層
の
取
り

込
み
の
失
敗
と
、「
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
」
へ
の
票
の
移
動
に
つ
い

て
分
析
し
た
。
ま
た
民
進
党
と

共
産
党
な
ど
の
野
党
共
闘
に
も

触
れ
た
。

全
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会

編 

集 

後 

記

編
集
委
員
長
　
西
澤
　
裕
之

副
編
集
委
員
長
　
鷲
見
　
　
悟

編

集

委

員
　
吉
原
　
哲
男

高
橋
　
秀
之

　
６
月
上
旬
は
天
候
に
恵
ま

れ
て
農
作
業
も
順
調
に
進
ん

だ
よ
う
で
す
が
、
６
月
下
旬

か
ら
７
月
に
か
け
て
は
、
天

候
不
順
の
日
が
続
き
、
も
ど

か
し
い
思
い
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
全
道
的
に
は
晴
れ
の
日
が

続
い
て
い
る
の
に
、
ど
う
い

う
わ
け
か
天
北
地
域
だ
け
が

曇
天
や
雨
降
り
が
続
い
て
い

ま
す
。
昨
年
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
た
天
候
で
す
。

　
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
自
然

の
流
れ
に
は
敵
わ
な
い
。じ
っ

と
大
地
と
今
を
見
つ
め
て
、

よ
り
良
い
方
向
を
見
出
し
た

い
も
の
で
す
。

新規就農者の山口高弘さん、未久里さん

問答

問問答問問 答問答問答

答問答答 問 問 答

答
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固定資産税の課税標準の特例措置
　家庭的保育事業、居宅訪問型保育事業および事業所内保育事業（利用定員５人以下）の用に供する家屋およ
び償却資産の取得に係る課税標準の算定において、特例割合を参酌基準である２分の１とする規定を整備しまし
た。【平成29年4月1日施行】

肉用牛の売却による事業所得に係る課税の特例の延長
　肉用牛の売却による事業所得に係る個人町民税の課税の特例について、適用期限を３年延長し、平成33年度
までとなります。【平成29年4月1日施行】

軽自動車税におけるグリーン化特例の見直し
　軽自動車の燃費性能に応じて税率を軽減するグリーン化特例について、重点化を行った上で取得期限を2年延
長し、平成31年3月31日までとなります。【平成29年4月1日施行】

お問い合わせ先 ： 住民生活課 税務保険グループ　電話：5－1115 告知端末機：5－8812

～税に関する条例の一部を改正したのでお知らせします～～税に関する条例の一部を改正したのでお知らせします～
幌延町税条例の一部改正

　低所得者に対する国民健康保険税の軽減措置の対象を拡大するため、２割・５割軽減判定所得基準を次のと
おり改正しました。【平成29年4月1日施行】

幌延町国民健康保険税条例の一部改正

　この条例は、過疎法の規定に基づき市町村が条例で定めることにより、製造業、旅館業、情報通信技術利用
事業の業種が2,700万円を超えて特別償却を受けられる資産を新設または増設した場合に、新たに課税すること
となる年度から３か年度分の固定資産税に限り免除される特例を定めたものです。
　過疎法の改正に伴い、課税免除の対象から情報通信技術利用事業を除外し、新たに農林水産物等販売業（町
内において生産された農林水産物又は当該農林水産物を原料もしくは材料として製造、加工もしくは調理をしたも
のを店舗において主に町外の者に販売することを目的とする事業が対象）を追加するために改正しました。【平成
29年4月1日施行】

特定事業用設備新設等地域活性化に関する条例の一部改正

■町税の徴収について■
　町では、税の公平性と貴重な自主財源である町税（道町民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税）
を確保するため、徴収・滞納処分を行います。
　町税に未納がある方に対しては、文書・電話・戸別訪問による催告を行い、納税の促進を図っていますが、
再三の催告にもかかわらず、納税に対して誠意のない方については、必要な調査を行った上で財産の差
押（預貯金、給与、不動産等）を実施します。
　また、町が「町民税」と併せて徴収している『道民税』は、北海道の貴重な財源であり、納税をされな
い方については、その徴収を北海道に引継ぎます。
　北海道に徴収を引き継いだ方については、法律に基づき北海道（宗谷総合振興局税務課）から納税の
催告や財産の差押などが行われます。
　なお、町税を納期内に納税できない方や、事情により納税が困難な方につきましては、随時、納税相談
を受け付けていますのでご連絡ください。

軽減区分 改正前 改正後
７割軽減
５割軽減
２割軽減

世帯の所得が33万円
33万円＋（26.5万円×被保険者数）
33万円＋（48万円×被保険者数）

世帯の所得が33万円【変更なし】
33万円＋（27万円×被保険者数）
33万円＋（49万円×被保険者数）

ほろのべの窓　2017.8月号▶　8



○認定こども園利用者負担額徴収基準額変更についてのお知らせ○
　北海道において『多子世帯の保育料軽減支援事業』が本年度から実施されることに伴い、本町の利用者負
担額を平成２９年９月から変更することとしました。
　３歳未満児の保育料について、夫婦の年収約６４０万円未満の世帯について、小学生以上も多子カウントし、
第２子以降を無償化とします。
　※３歳未満児（保育認定（３号給付））C-1、C-２、C-３階層の第２子以降利用者負担額が０円になります。

平成２９年９月1日から施行
上段が第１子
下段が第２子

※

利用者負担額徴収基準額表（保育認定）
各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 3歳以上児(２号給付） 3歳未満児(3号給付）

徴収基準額(月額）円 徴収基準額(月額）円

階層区分 定 義 保育標準
時間

保育短
時間

保育標準
時間

保育短
時間

Ａ 生活保護世帯 0 0 0 0

Ｂ
Ａ階 層 を 除 き、
当該年度分の町
民税非課税世帯

ひとり親世帯等 0 0 0 0

ひとり親世帯等以外の世帯 3,600 3,600 5,400 5,400
0 0 0 0

C

１

Ａ階 層 を 除 き、
当該年度分の町
民税課税世帯の
うち、 調整後
所得割課税額が
次の区分に該当
するもの

48,600円
未満

ひとり親世帯等 3600 3600 5,350 5,２90
0 0 0 0

ひとり親世帯等以外
の世帯

9,900 9,780 １１,700 １１,580
4,950 4,890 0 0

２

48,600円
以上

97,000円
未満

ひとり親世帯等で所
得割課税額77,１0１
円未満

3,600 3,600 5,400 5,400

0 0 0 0

上記以外の世帯 １6,２00 １5,960 １8,000 １7,760
8,１00 7,980 0 0

3 97,000円以上
１69,000円未満

２4,900 ２4,540 ２6,700 ２6,340
１２,450 １２,２70 0 0

4 １69,000円以上
30１,000円未満

34,800 34,２60 36,600 36,060
１7,400 １7,１30 １8,300 １8,030

5 30１,000円以上 46,２00 43,640 48,000 47,２80
２3,１00 ２１,8２0 ２4,000 ２3,640

お問い合わせ先：認定こども園　 電話・告知端末機：５－１２５４

お問い合わせ先：総務財政課 総務グループ（選挙管理委員会事務局）
　　　　　　　　電話：５－１１１１　告知端末機：５－８８１１
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　平成２９年６月１６日に「衆議院議員選挙区画定審議会設置法及び公職選挙法の一部を改正する法律の一部を
改正する法律」が公布・施行され、平成２９年７月１６日以降に公示される衆議院議員総選挙から、幌延町の衆
議院小選挙区が北海道第１２区へ変更されることとなりました。

　幌延町の衆議院小選挙区は、平成２２年度の宗谷総合振興局管内移管後も、引き続き留萌振興局管内市町村
と同一の北海道第１０区とされていたことから、振興局の区域と国政の選挙区が異なるため、選挙時に候補者
が分かりにくい等の弊害が生じていました。
　町では、振興局移管後から平成２８年度まで、国や関係機関への要請を行ってきたほか、北海道やその他多
くの各種機関等にも協力いただき、このたびの北海道第１２区への変更となりました。

　なお、今回の法改正は、一票の較差是正のため、平成２９年４月１９日に衆議院議員選挙区画定審議会から内
閣総理大臣への「衆議院小選挙区選出議員の選挙区の改定案についての勧告」を受けて行われたものであり、
１９都道府県９７選挙区の衆議院小選挙区選出議員選挙区の改定および６県で選挙区の数がそれぞれ１減（０増
６減）となったほか、４選挙区で衆議院比例代表選出議員の定数がそれぞれ１減（０増４減）となりました。

衆議院小選挙区の区割り改定について
～幌延町の選挙区が、北海道第１０区から北海道第１２区へ～



生活での不安・悩みや困りごと出前相談会のお知らせ
　稚内市社会福祉協議会 自立生活支援センターでは、生活困窮者への相談支援事業を実施しています。
　このたび、日頃の生活での不安・悩みなどを抱えている方々のために幌延町において「出前相談会」を実
施します。
・現在の収入が少ない、全くない状況で生活に不安を抱えている。
・仕事を探しているが、なかなか見つからない。
・借金や公共料金、税金の滞納があり家計のやりくりが難しい。　等々
　あなたの不安・悩みや困りごとをお伺いし、一緒に考え、そして問題解決へのお手伝いをさせていただき
ます。
　一人で悩まず、まずはこの機会に相談にいらっしゃいませんか。
　ご相談されたい方は、事前に電話でのご予約をお願いします。
　詳細については、下記までお問い合わせください。
※相談無料・秘密厳守

相　　談　　会　　場 相談会実施日時

幌延町生涯学習センター研修室１

問寒別生涯学習センター研修室１

　８月　９日（水）
１０月　４日（水）
　９月２７日（水）

１３：００～１５：３０

お問い合わせ先：社会福祉法人 稚内市社会福祉協議会　自立生活支援センター
　　　　　　　　電話：０１６２－２４－０７０７　 担当：小　濱　　美　和

家畜伝染病防疫で協定締結家畜伝染病防疫で協定締結
　幌延建設協会（土屋昌輝会長）が平成29年５月１６日付けで、北海道宗谷総合振興局と家畜伝染病発生時
における埋却等業務に関する協定を締結しました。
　この協定は、宗谷管内で家畜伝染病が発生した場合に、迅速かつ的確な防疫業務を進めることを目的とし
ています。対象とする家畜伝染病は、高病原性鳥インフルエンザや口蹄疫など７つとしており、業務内容は埋
却溝掘削、消石灰の散布、ブルーシートによる被覆、建設資機材・人材の調達等５項目となっています。
　現在、近隣諸国において口蹄疫、高病原性鳥インフルエンザ等の急性悪性家畜伝染病の発生が続いている
ことから、本町としても、家畜伝染病発生時に被害を最小限にとどめる対策として期待しています。

平成２９年度施行役場庁舎改修工事について平成２９年度施行役場庁舎改修工事について
　町では、役場庁舎が平成３年の建築以来２５年以上経過したことに伴い、外壁の傷み（タイルのひび割れや
剥離など）やサッシの老朽化のほか、エレベーターの交換部品の供給停止などに対応するため、改修工事を
実施します。
　また、省エネの観点から、庁舎内照明（一部非常灯を除く。）のＬＥＤ化改修工事も併せて実施します。
　工事実施による出入口や窓口受付時間等の変更はありませんが、工事期間中、作業内容によっては、騒音・
振動が発生します。
　また、エレベーター改修作業の際は、２週間ほど利用できなくなる予定です。
　工事期間中、皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

※エレベーターの改修作業時期（利用できない期間）の詳細が決まり次第、別途告知端末機によりお知ら
せします。

工期（予定）　　外壁・照明等　　平成２９年１１月３０日まで
エレベーター　　平成３０年　２月２８日まで

お問い合わせ先：総務財政課 総務グループ　電話：５－１１１１　告知端末機：５－８８１１

診療所だより 診療所長：田川 豊秋

　道北にも短い!?夏が訪れました。屋外で活動する機会の多くなる時期ですので、今
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まちあいセミナー『熱中
症』

まちあいセミナー『熱中
症』
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工期（予定）　　外壁・照明等　　平成２９年１１月３０日まで
エレベーター　　平成３０年　２月２８日まで

お問い合わせ先：総務財政課 総務グループ　電話：５－１１１１　告知端末機：５－８８１１
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　　第３回
おてがるクッキング教室
　　第３回
おてがるクッキング教室

　保健センターで第３回目となるおてが
るクッキング教室が行われました。参加

者たちはグループに分かれて調理の説明を受
けたあと、声をかけ
合いながら和気あい
あいと調理し、でき
あがった料理を「お
いしい、おいしい」
と言いながら頬張っ
ていました。

　総合
体育館

で3日 に 車
椅子ソフト
ボールの合宿、４日に体験会が行われました。参加者たちは、「北
海道 NorthlandWarriors」の皆さんの指導を受けながら普段
乗り慣れない車椅子での投手・守備・打者を体験し、最後には
試合をプレーし、大盛り上がりでした。

こども園運動会こども園運動会
　今年もこども園の運動会が行われました。子ども
たちが小さい体で一生懸命頑張る姿に、保護者の

方々はカメラを片手に終始笑顔でした。保護者競技では、
子どもたちがパパやママに精いっぱい「がんばれー！」
と声援をかけていました。

６月 火
日20　　第47回幌延町

少年少女陸上記録会
　　第47回幌延町
少年少女陸上記録会

　町内の児童が一堂に会して幌延小学校
グラウンドで陸上記録会が行われました。

幌延小学校と問寒別小学校の児童が歴代記録
の更新を
目 指 し
て、各競
技に取り
組み汗を
流しまし
た。

６月 金
日23

６月
日
日４土日３

車椅子ソフトボール
合宿・体験会
車椅子ソフトボール
合宿・体験会

７月 土
日１

・
あなたが守る秘境駅プロジェクト・マイステーション運動

JR下沼駅「みんなで!お化粧直し会・その１」

■ＪＲ下沼駅の保全活動について
○幌延町で維持管理することとなった3駅（下沼駅・南幌延駅・糠
南駅）について、町では「地域住民」・「鉄道愛好家」・「町」が
自分たちの駅として秘境駅を守り育てていく「あなたが守る秘境
駅プロジェクト・マイステーション運動」を展開しています。
○この３者が協力して「自分たちの駅」として愛着を持ち、守り育
てていく「マイステーション運動」の一環として、駅舎壁面等の
腐食が著しい下沼駅の壁面等を塗装し、今後も安全にご利用いた
だけるよう保全活動を実施しています。
○あの壁面のサビ具合が秘境感を醸し出し、周囲に溶け込んで素晴らしいというお声が多く、秘境駅に手を加える
ことに賛否はありますが、駅舎を管理する町として安全面に配慮する必要があり、これまでの配色やデザインを
基本とし、従来の下沼駅ファンの皆さまの愛する「下沼駅」の雰囲気を守りつつ、愛される秘境駅を末永く「大
切に安全に保全したい」という想いを両立させた塗装作業を実施します。

■第一弾６月２５日（日）：「下沼駅の塗装はがし作業」
○作業は、第一弾としてサビた塗装をはがす作業、第二弾として塗
装作業の２工程を予定しており、今回は塗装をはがす作業を中心
に実施しました。
○作業当日は、時々小雨となる寒い一日でしたが、地域住民・児
童生徒・鉄道愛好家・町職員などが、地元の専門事業者に技術
指導をいただきながら塗装はがし作業を行いました。専用の道具
（へら：スクレイパー）を使った塗装はがし、紙やすりの仕上げを、
大人も子どもも夢中になって作業をしていました。合同開催した
「秘境駅ウォーキング教室」の参加者も合流し、総
勢５０名以上で下沼駅の保全活動を実施しました。
○作業は予想以上の順調な進み具合で、サビ止めと
ベースとなるクリーム色の下塗作業を実施しました。
○翌日以降、地元事業者などのご協力により、次回
８月に開催予定の本塗イベントに向けた縁取り作業
を実施しました。作業途中の生まれ変わりつつある
下沼駅は今しか見られない貴重な駅舎です。ぜひ、
皆さまも一目ご覧になられてはいかがでしょうか。

■今後の予定
○ＪＲ下沼駅「みんなで！お化粧直し会」第二弾の本塗り塗装作
業を８月に実施する予定で、青色部分をハケなどで塗りながら
仕上げていきます。また、下沼駅の秘境駅キャラクター「ぬ
まひきょん」を一部に表現しながら、皆さまに愛される駅舎と
して作業を進めていく予定です。
○「マイステーション運動」は町民皆さんのご協力をいただいて
取り組んででいる事業です。ぜひ、多くの皆さまに一筆入れて
いただけると下沼駅も喜ぶことでしょう。

サビでボロボロになった下沼駅の外壁

壁のサビをゴシゴシはがします

本塗り用に縁取りされた今だけ限定「下沼駅」

下沼駅・秘境駅キャラクター 「ぬまひきょん」

塗装するよ～！

～お問い合わせ先～
産業振興課 企画振興グループ　　電話 ： 5-1113（内線233～236）　告知端末機 ： 5-8814
住民生活課 生活環境グループ　　電話 ： 5-1115（内線153～154）　告知端末機 ： 5-8812
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第２回生きがい教室
学習会・演芸鑑賞
第２回生きがい教室
学習会・演芸鑑賞

　生涯学習の観点から、教養や生活技術を高
めることを目的とした、生きがい教室「学習会・

演芸鑑賞」が国際交流施設で行われました。
　参加者たちは、前半の学習会で介護保険サービ
スを利用していくためのポイントを学び、後半の
演芸鑑賞会ではピエロのメイクアップの実演やミ
ニサーカスを鑑賞しました。

ふるさと自然体験
チャレンジ教室

「ナイトハイク（ホタル観察）」

ふるさと自然体験
チャレンジ教室

「ナイトハイク（ホタル観察）」
　幌延町生涯学習アドバイザーの冨士元
寿彦氏と北海道大学天塩研究林長の高木

健太郎氏を講師に、ふるさと自然体験チャレ
ンジ教室が行われました。残念ながら雨天に
より屋外でホタルを見ることはできませんで
したが、参加者たちは富士元氏と高木氏によ
る動物とホタルの解説を聞き、かごの中のホ
タルが暗闇の中で光る様子に興味津々でした。

７月 水
日1２７月 金

日21

７月
日
日23・土日22

第 67 回社会を
明るくする運動

内閣総理大臣メッセージ伝達

第 67 回社会を
明るくする運動

内閣総理大臣メッセージ伝達
　天塩地区保護司会幌延支部の皆さん
が７月の社会を明るくする運動月間に

合わせ、先月の広報誌に掲載した内閣総理
大臣のメッセージを野々村町長へ伝達しま
した。

幼年消防クラブ・
女性防火クラブ

 「火の用心」街頭パレード

幼年消防クラブ・
女性防火クラブ

 「火の用心」街頭パレード
　認定こども園の園児で結成されている幼年
消防クラブと女性防火クラブが、街頭パレー

ドを行いました。「火あそびしません！」「火のよ
うじん！」などと書かれたプラカードを持って、
元気に幌延市街をパレードしました。

幌延神社祭幌延神社祭
　幌延神社の例大祭が行われ、14日
の宵宮祭を皮切りに、15日には本祭

の神輿渡御、16日には後祭の町内会対抗
の野球大会などで賑わいました。

おもしろ科学館 2017 in ほろのべおもしろ科学館 2017 in ほろのべ
　今年も総合体育館と第２会場の幌延深地層研究センター「ゆめ地
創館」で「おもしろ科学館」が開催されました。メイン会場の総合

体育館では、恐竜パフォーマンスステージ「DINO－A－LIVE」や不思
議な未来体験「オノマット・ペー」などのアトラクションのほかに、サ
イエンスショーや工作コーナーなどの催しものがたくさんあり、子ども
たちは大興奮でした。ゆめ地創館では恒例の缶バッジ作りや電子回路お
絵かき体験、大人に人気のエコカー試乗会などが行われました。２２日
のイベント終了後には屋外でサイエンスビアガーデンが開催され、ス
テージではサイエンスカラオケ大会が行われました。

７月 月
日３７月 水

日５

７月
土
日1５・ 日

日1６・金
日1４
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第２回生きがい教室
学習会・演芸鑑賞
第２回生きがい教室
学習会・演芸鑑賞

　生涯学習の観点から、教養や生活技術を高
めることを目的とした、生きがい教室「学習会・

演芸鑑賞」が国際交流施設で行われました。
　参加者たちは、前半の学習会で介護保険サービ
スを利用していくためのポイントを学び、後半の
演芸鑑賞会ではピエロのメイクアップの実演やミ
ニサーカスを鑑賞しました。

ふるさと自然体験
チャレンジ教室

「ナイトハイク（ホタル観察）」

ふるさと自然体験
チャレンジ教室

「ナイトハイク（ホタル観察）」
　幌延町生涯学習アドバイザーの冨士元
寿彦氏と北海道大学天塩研究林長の高木

健太郎氏を講師に、ふるさと自然体験チャレ
ンジ教室が行われました。残念ながら雨天に
より屋外でホタルを見ることはできませんで
したが、参加者たちは富士元氏と高木氏によ
る動物とホタルの解説を聞き、かごの中のホ
タルが暗闇の中で光る様子に興味津々でした。

７月 水
日1２７月 金

日21

７月
日
日23・土日22

第 67 回社会を
明るくする運動

内閣総理大臣メッセージ伝達

第 67 回社会を
明るくする運動

内閣総理大臣メッセージ伝達
　天塩地区保護司会幌延支部の皆さん
が７月の社会を明るくする運動月間に

合わせ、先月の広報誌に掲載した内閣総理
大臣のメッセージを野々村町長へ伝達しま
した。

幼年消防クラブ・
女性防火クラブ

 「火の用心」街頭パレード

幼年消防クラブ・
女性防火クラブ

 「火の用心」街頭パレード
　認定こども園の園児で結成されている幼年
消防クラブと女性防火クラブが、街頭パレー

ドを行いました。「火あそびしません！」「火のよ
うじん！」などと書かれたプラカードを持って、
元気に幌延市街をパレードしました。

幌延神社祭幌延神社祭
　幌延神社の例大祭が行われ、14日
の宵宮祭を皮切りに、15日には本祭

の神輿渡御、16日には後祭の町内会対抗
の野球大会などで賑わいました。

おもしろ科学館 2017 in ほろのべおもしろ科学館 2017 in ほろのべ
　今年も総合体育館と第２会場の幌延深地層研究センター「ゆめ地
創館」で「おもしろ科学館」が開催されました。メイン会場の総合

体育館では、恐竜パフォーマンスステージ「DINO－A－LIVE」や不思
議な未来体験「オノマット・ペー」などのアトラクションのほかに、サ
イエンスショーや工作コーナーなどの催しものがたくさんあり、子ども
たちは大興奮でした。ゆめ地創館では恒例の缶バッジ作りや電子回路お
絵かき体験、大人に人気のエコカー試乗会などが行われました。２２日
のイベント終了後には屋外でサイエンスビアガーデンが開催され、ス
テージではサイエンスカラオケ大会が行われました。

７月 月
日３７月 水

日５

７月
土
日1５・ 日

日1６・金
日1４
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夏の大雨に備えて夏の大雨に備えて夏の大雨に備えて
　８月に入り、夏休みの帰省や
レジャーの計画を立てる方も多
いと思います。
　宗谷地方の夏は、本州よりも
涼しく過ごしやすい印象です
が、前線が停滞する場合や台
風が接近すると、宗谷地方で
も大雨となることがあります。
　昨年は７月下旬から９月上旬
にかけて北海道に接近・上陸
した台風のほか、前線等の影
響により、道内各地で大雨・暴風による甚大な被害が多数発生した
のは記憶に新しいところです。
　このような状況が予想されるときは、気象台から大雨警報や土砂災
害警戒情報などの防災気象情報を発表するほか、市町村から避難に
関する情報が発令されます。
　また、気象庁ではこれまでの土砂災害に加えて、今年の７月からホ
ームページで浸水、洪水の危険度を表した分布図の提供を開始して
います。
　昨年の大雨を振り返り、日頃から避難する際の持ち出し品や避難
場所までの経路を再確認するとともに、市町村からの情報や気象情
報に注意することが重要です。
お問い合わせ先：稚内地方気象台　電話：0162-23-2679
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地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信 vol.21
　気温の上がらない日、雨や曇の日が続き、まるで梅雨のような日々を体験した今年の初夏でした。
　ちょっと固い話を。持続可能性（じぞくかのうせい、英: sustainability　サステイナビリティー）という
言葉を耳にすると思います。環境学的には、生物的なシステムがその多様性と生産性を期限なく継続できる
能力のことを指し、一般的には、システムやプロセスが持続できることをいいます。まちおこしの催し物の
視点で見てみます。
　屋外の催しでは、主催者にもお客さんにも天気が悩みの種です。一日・二日限定の催しでは、その効果・
満足感はもろに天気の影響を受けてしまいます。また、同じ日にいくつもの催しがある場合、お客さんにと
っては「あれもこれも行きたいのに……！」ということになってしまいます。こういう状態を解決する方法の
ひとつとして、催しの開催期間を長くとるということが考えられます。例えば、山菜採り、花やホタルの観
賞などは一週間程度の期間であれば楽しむことができます。

　６月末にはトナカイ牧場の花壇整備ということで、フラ
ワーボランティアの方々と、遠足で牧場を訪れた幌延小学
校２年生による、ケシの苗を植える催しがありました。こ
のような場合は、「植えておしまい」ではなく、日にちを
おいて草取りをしたり、他の花を植えたりと、継続して花
壇にあしを運んで花壇の変化を楽しむことができます。
　このように継続的・持続的に行える、まちおこしの催し・
仕組みを増やしていきたいと考えています。

地域おこし協力隊　丸田フラワーボランティア、遠足の小学生たちによるケシの植栽

違反運転者講習（2時間）
　８月１９日（土）１５時３０分から
　豊富町定住支援センター
　　「ふらっときた」
一般運転者講習（１時間）
　８月１９日（土）１４時から
　豊富町定住支援センター
　　「ふらっときた」
優良運転者講習（30分）
　８月１９日（土）１３時から
　豊富町定住支援センター
　　「ふらっときた」

　北方領土問題の解決のためには、領土返還に向けた外交交渉の展開を強
く要望する道民世論の結集が何よりも必要です。
　皆さまからいただいた署名は、国会法第７９条の規定による請願書として衆
議院および参議院に提出します。

　一人の思いを署名にて結集し、北方領土の返還を実現しましょう。

北方領土返還要求署名のお願い北方領土返還要求署名のお願い

運転免許更新時講習
のお知らせ

運転免許更新時講習
のお知らせ８月は「北方領土返還要求運動強調月間」です。

択捉島

国後島
くなしり

色丹島

歯舞群島

えとろふ

しこたん

はぼまい

== 署名に当たってのお願い ==
・署名簿には、住所・氏名を

記入してください。

・署名の意志がある方であれ

ば、年齢は制限していません。

第47回 ほろのべ名林公園まつりほろのべ名林公園まつり
8月12日(土)　午後2時～　　8月13日(日)　午前10時～
山村広場（宮園町9番地）

と　き
ところ

【メインステージ】
ほろのべ名林公園まつり「ライブショー」
（12日18：15 ～）

泉谷しげる

（13日14：00 ～）

幌延町観光大使
井上　仁志平野ノラ ドランクドラゴン アントキの猪木

【キャラクターショー】
（13日 ①10：00 ～  ②15：00 ～）

宇宙戦隊キュウレンジャー

お問い合わせ先：産業振興課 企画振興グループ　電話：５－１１１３　告知端末機：５－８８１４

各種アトラク
ション、ステ

ージショー、

仮装盆踊り
大会などで

盛り上がろ
う！

各種アトラク
ション、ステ

ージショー、

仮装盆踊り
大会などで

盛り上がろ
う！
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夏の大雨に備えて夏の大雨に備えて夏の大雨に備えて
　８月に入り、夏休みの帰省や
レジャーの計画を立てる方も多
いと思います。
　宗谷地方の夏は、本州よりも
涼しく過ごしやすい印象です
が、前線が停滞する場合や台
風が接近すると、宗谷地方で
も大雨となることがあります。
　昨年は７月下旬から９月上旬
にかけて北海道に接近・上陸
した台風のほか、前線等の影
響により、道内各地で大雨・暴風による甚大な被害が多数発生した
のは記憶に新しいところです。
　このような状況が予想されるときは、気象台から大雨警報や土砂災
害警戒情報などの防災気象情報を発表するほか、市町村から避難に
関する情報が発令されます。
　また、気象庁ではこれまでの土砂災害に加えて、今年の７月からホ
ームページで浸水、洪水の危険度を表した分布図の提供を開始して
います。
　昨年の大雨を振り返り、日頃から避難する際の持ち出し品や避難
場所までの経路を再確認するとともに、市町村からの情報や気象情
報に注意することが重要です。
お問い合わせ先：稚内地方気象台　電話：0162-23-2679

六
月
定
例
俳
句
会
作
品

幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

夏
立
つ
や
ほ
つ
れ
短
パ
ン
闊
歩
す
る

夏
来
た
り
全
国
ナ
ン
バ
ー
走
り
去
る

サ
ロ
ベ
ツ
野
牛
遠
近
に
夏
は
来
ぬ

飛
行
雲
一
直
線
に
夏
来
た
る

今
朝
の
夏
使
い
始
め
し
万
歩
計

洗
い
張
り
終
え
し
母
の
手
夏
立
ち
ぬ

生
き
て
い
る
こ
と
の
い
ろ
い
ろ
今
朝
の
夏

横
　
山
　
貞
　
雄

富
　
樫
　
と
も
子

富
　
樫
　
堅
　
一

三
　
浦
　
宮
　
吉

佐
　
藤
　
光
　
朗

熊
　
谷
　
千
恵
子

田
　
中
　
徹
　
男

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信 vol.21
　気温の上がらない日、雨や曇の日が続き、まるで梅雨のような日々を体験した今年の初夏でした。
　ちょっと固い話を。持続可能性（じぞくかのうせい、英: sustainability　サステイナビリティー）という
言葉を耳にすると思います。環境学的には、生物的なシステムがその多様性と生産性を期限なく継続できる
能力のことを指し、一般的には、システムやプロセスが持続できることをいいます。まちおこしの催し物の
視点で見てみます。
　屋外の催しでは、主催者にもお客さんにも天気が悩みの種です。一日・二日限定の催しでは、その効果・
満足感はもろに天気の影響を受けてしまいます。また、同じ日にいくつもの催しがある場合、お客さんにと
っては「あれもこれも行きたいのに……！」ということになってしまいます。こういう状態を解決する方法の
ひとつとして、催しの開催期間を長くとるということが考えられます。例えば、山菜採り、花やホタルの観
賞などは一週間程度の期間であれば楽しむことができます。

　６月末にはトナカイ牧場の花壇整備ということで、フラ
ワーボランティアの方々と、遠足で牧場を訪れた幌延小学
校２年生による、ケシの苗を植える催しがありました。こ
のような場合は、「植えておしまい」ではなく、日にちを
おいて草取りをしたり、他の花を植えたりと、継続して花
壇にあしを運んで花壇の変化を楽しむことができます。
　このように継続的・持続的に行える、まちおこしの催し・
仕組みを増やしていきたいと考えています。

地域おこし協力隊　丸田フラワーボランティア、遠足の小学生たちによるケシの植栽
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ねんきん 通信

将来の年金は、保険料を納めることから始まります。

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話：0162-32-1941
　　　　　　　　役場保健福祉課 戸籍福祉グループ　電話：5－1115（内線166）、告知端末機：5-8813

　年金を受けるためには、 保険料を納めた期間・免除期間などの受給資格期間が一定期間以上必要で
す。
　老齢基礎年金は、 保険料の納付実績に応じた金額となります。
　例1：４０年間（４８０月）定額納付の場合、 年金額は779,3００円（※平成２９年度）
　例２：２５年間（３００月）定額納付の場合、 年金額は４８7,1００円（※平成２９年度）
　例３：�学生納付特例を２年間受け、 追納しないで、 保険料を３４年間定額納付、 ４年間は半額免除

で納付した場合の年金額は・・・
満額
７７9,3００円
（※平成29年度）

×
学生納付特例期間
24月（2年）×0 ＋ 保険料納付期間

408月（34年） ＋ 半額免除納付期間
48月（4年）×6/8 =

65歳からの
老齢基礎年金額
７２０,9００円480月（40年）

　保険料を未納のままにしておくと、 老後の年金だけでなく、 万一のときの年金（障害基礎年金、
遺族基礎年金）も受けられない場合があります。保険料の納付に困ったときは、 免除等についてご相
談ください。

保 険 料 免 除 制 度
申請者本人・その配偶者・世帯主のそれぞれの前年所得が一定以下の場合は、
申請して認められると前年の所得に応じ保険料の全額または一部（１／４、 半
額、 ３／４）が免除になります。

保険料納付猶予制度 ５０歳未満の方で申請者本人・その配偶者の前年の所得が一定以下の場合は、
申請して認められると保険料を後払いできます。

学生納付特例制度 学生の方で、 本人の所得が一定以下の場合は、 申請して認められると在学
期間中の保険料を後払いできます。

退職(失業)による
特例免除制度

申請者本人・その配偶者・世帯主の中に、 退職（失業）した人がいる場合、
その退職（失業）した人の所得を除外して審査が行われる免除です。

『納付』と『免除』等と『未納』は下表のように違います！

納　付 １/４免除
（３/４納付）

半額免除
（半額納付）

３/４免除
（1/４納付） 全額免除

保険料納付
猶予・学生
納付特例　

未　納

平成29年度納付額
（月額） 16,490円 12,370円 8,250円 4,120円 ── ── ──

平成29年度免除
（猶予）額（月額） ── 4,120円 8,240円 12,370円 16,490円 16,490円 ──

受給資格期間に
算入 ○

されます
△

指定された金額を納付していれば　されます
○
されます

○
されます

×
されません

老齢基礎年金額に
反映される割合

（平成21年４月以降）

８
──
８

７
──
８

６
──
８

５
──
８

4
──
８

反映され
ません

反映され
ません



告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！

　告知端末機「知らせますケ
ン」では、通常の行政情報だ
けではなく、緊急の避難警報
など、皆さんにとって重要な
お知らせ放送をすることがあ
ります。
　電源は必ず入れて、１日１回
は視聴するようお願いします。
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◇
幌
延
町
へ

村
井　
虹
城
さ
ん　
　
東
京
都

㈱
豊
富
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

㈱
ア
リ
ヤ
ス
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

淡
路�

健た
け
る守

く　
　
ん（
父
峻
守
）４
条
北
１

髙
橋　
律り

つ
と人

く　
　
ん（
父
稔
功
）宮
園
町

寺
本　
梨り

ら来
ち

ゃん（
父
尚
也
）字
幌
延

★
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

渡
邉　
康
子
さ　

　
ん（
８4
歳
）１
条
北
２

町民くらしのカレンダー ８月（Aug）
注：保セ＝保健センター　　　　　　子セ＝子育て支援センター
　　総体＝総合体育館　　　　　　　総ス＝総合スポーツ公園
　　生セ＝幌延町生涯学習センター　問セ＝問寒別生涯学習センター
　　町プ＝幌延町民プール

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す

戸
　
籍
　
の
　
窓

６月

１
火

2歳児健康相談 9:45～（保セ）
水泳教室（低学年）/子ども運動教室13：30～15：00（町プ）
朝活事業・キッズダンス/子ども運動教室9：30～11：30（総体）
ＪＲ北海道宗谷線・生活交通に関する座談会13:00～/19:00～（生セ）

17
木

２
水

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ）
第4７回幌延町乳牛共進会9:30～（産業共進会場）
ＪＲ北海道宗谷線・生活交通に関する座談会14:00～/19:00～（問セ）
水泳教室（低学年）/子ども運動教室13：30～15：00（町プ）
水泳教室（一般）/子ども運動教室18：30～20：00（町プ）
朝活事業・学習支援9：30～11：30（生セ）

18
金

にこにこ教室 9:30 ～（保セ）

３
木

めばえひろば 10:30～11:30（子セ）
水泳教室（低学年）/子ども運動教室13：30～15：00（町プ）
朝活事業・学習支援9：30～11：30（生セ）

19
土

４
金

七夕会 10:30 ～ 11:30（子セ）
水泳教室（一般）/子ども運動教室18：30～20：00（町プ）

20
日

５
土

21
月

【心療内科・精神科診療日】

６
日

町民パークゴルフ大会13:00 ～（総ス） 22
火

ますます健康教室 14:00 ～（保セ）
つぼみひろば 10:30 ～ 11:30（子セ）

７
月

【心療内科・精神科診療日】
わかばひろば 10:30 ～ 11:30（子セ）

23
水

８
火

24
木

はつらつ教室 9:45 ～（保セ）
めばえひろば 10:30 ～ 11:30（子セ）

９
水

すくすく健診 13:45 ～（保セ）
ノーカーデー 25

金

【問寒別出張診療日】
5歳児健康相談 13:15 ～（保セ）
わかばひろば 10:30 ～ 11:30（子セ）
書道教室（一般）18：30～20：30（役場2階大会議室）

10
木

明寿会健康相談 10:00 ～（問セ） 26
土

書道研修（子ども）9：30～11：30（役場3階和室）

11
金

山の日 27
日

12
土

第4７回名林公園まつり14:00 ～（山村広場） 28
月

13
日

第4７回名林公園まつり10:00 ～（山村広場） 29
火

妊産婦ふれあい教室 13:30 ～（保セ）
親子リズム体操遊び 10:30 ～ 11:30（こども園遊戯室）

14
月

30
水

にこにこ教室 10:00 ～（問セ）

15
火

31
木

健診結果説明会 9:30 ～（保セ）
こども園すきっぷくらぶ10:00 ～ 11:00（こども園遊戯室）
問寒別町民プール今期終了

16
水



 

■
企
画
・
編
集
／
総
務
財
政
課
総
務
グ
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ー
プ
　■
印
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／
株
式
会
社
須
田
製
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■
幌
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町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w

.tow
n.horonobe.hokkaido.jp

■
平
成
29
年
８
月
　
■
発
行
／
天
塩
郡
幌
延
町

（平成29年６月末日現在）

男
女
計

（＋５）
（＋６）
（＋11）

1,229
1,180
2,409

世帯数 （＋１）1,267※（　）内は前月比

秘境駅：雄信内駅 ～今月の駅ノート～
今月の「駅ノート」は、築90年以上と云われる駅舎の雄信内駅です。

栄えていた頃の面影を残す、手書き看板
と、大正14年開業の雄信内駅舎

※雄信内駅を通過する、下り特別急行
　サロベツ1号　稚内行

平成29年(2017)6月28日(水)くもり／むしあつい

この駅名のひびきが面白く5年位前に電車に乗ってい

た時、知りました　いつか下車してみたいと想い、今、

実現しました。紋穂内エキから来ました。これから12:07

に乗ります。約2時間あっという間すごしました。いろいろ

な発見があり、楽しかったです。一関　◯◯　ゆかり

PS.雄信内駅は「おのっぷない」だけど、地名は「おのぶな

い」なのですネ！！

あっ今、ダンプが来ました。ちょっと建物ゆれました。木造

駅舎を是非[木造駅舎遺産]のような形で保存してほ

しい！！こわしてしまうのはあまりにも悲しい。維持は大

変なことはわかっています。

≪取材記者・鉄道大好き　Ｔ≫
5年越しの、ご来駅。雄信内駅に強い想いを抱かれている方のようですね！ 記者も町内8駅の内、
一番好きな駅です。ザ・昭和ともいうべき、国有鉄道時代は木造駅舎が代表的な駅舎の形として、
君臨していた時がありましたが、近年では駅員無配置駅が増え、老朽化のために解体され、か
つて貨物列車最後尾に連結されていた車掌車のリサイクル版待合室の駅が多くなりました。上
下列車の行き違いや積雪期の除雪拠点としての使用が無ければ、ここも貨車駅(通称ダルマ・ヨ
タロウ)になっていたかもしれません。風情ある駅舎のまま維持される事を願ってやみません。
駅所在地は、天塩川対岸の天塩郡天塩町オノブナイとの混同を避けるため、天塩郡幌延町雄興
とされているようです。南側には下平隧道(トンネル)開通以前の旧線の下平鉄橋跡(現町道⇒川
を渡らない橋＝下平橋)・上雄信内駅跡もあります。

■
７
月
は
ぐ
ず
つ
い
た
天

気
が
続
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
気
温
は
ぐ
ん
ぐ
ん

上
が
り
、
か
き
氷
や
そ
う

め
ん
と
い
っ
た
冷
た
い
食

べ
物
が
恋
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

■
さ
て
、
ど
こ
も
か
し
こ

も
お
祭
り
で
大
賑
わ
い
の

こ
の
シ
ー
ズ
ン
、
お
祭
り

も
も
ち
ろ
ん
満
喫
し
つ
つ
、

幌
延
の
自
然
に
癒
さ
れ
る

ひ
と
と
き
は
い
か
が
で
す

か
。
と
い
う
の
も
、
先
日

は
じ
め
て
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原

を
散
策
し
た
の
で
す
が
、

鳥
の
さ
え
ず
り
と
風
に
揺

れ
る
草
花
が
日
々
の
慌
た

だ
し
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
る
、
と
っ
て
も
心
地
よ

い
時
間
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！
湿
原
で
出

会
え
る
動
植
物
は
時
期
に

よ
っ
て
異
な
り
、
真
夏
に

は
ま
た
違
っ
た
景
色
が
見

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

■
昨
年
度
は
、「
幌
延
は

行
事
が
多
い
！
」
と
い
う

印
象
が
強
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
年
度
は
幌
延
の
ま

た
違
っ
た
一
面
が
見
ら
れ

そ
う
で
す
。

【
総
務
財
政
課
総
務
グ
ル
ー
プ
】
●広報へのご意見、ご要望をお寄せください●

総務財政課総務グループ

さ
ら

　
わ
が
家
の
第
二
子
さ
ら
で
す
。

　
さ
ら
ち
ゃ
ん
は
お
姉
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
で
、
最
近
は
お
姉
ち
ゃ
ん

と
お
話
し
た
り
お
家
に
あ
る
ブ
ラ

ン
コ
で
遊
ん
で
も
ら
っ
て
毎
日
笑

顔
で
元
気
に
育
っ
て
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
姉
妹
二
人
で
仲
良

く
元
気
、笑
顔
、優
し
く
育
っ
て
ね
。

ち
ゃ
ん

二
階
堂 

　 彩

(

平
成
28
年
11
月
７
日
生
・
宮
　
園)

お
父
さ
ん
　
　
　
司
　
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
詩
　
織
　
さ
ん

こ

な

な

　
お
兄
ち
ゃ
ん
に
あ
や
さ
れ
る
と
、

と
っ
て
も
ご
機
嫌
に
な
る
奈
那
子
。

た
く
さ
ん
の
人
か
ら
た
く
さ
ん
の

愛
情
を
も
ら
っ
て
、
思
い
や
り
の

あ
る
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん

早 

坂 

奈
那
子

(

平
成
28
年
11
月
11
日
生
・
宮
　
園)

お
父
さ
ん
　
　
　
敦
　
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
光
　
子
　
さ
ん

まちの魅力“再発見”シリーズ No.1「幌延ビジターセンター」

利用時間：9：00～17：00（5～10月（無休））、　冬期間閉鎖（11～4月）入館無料

　幌延町の魅力やすばらしさを町民の皆さんに広く知っていただくため、町内の観光スポットや見どころ
をシリーズで紹介します。既に見たことがある場所も、季節や天気によって景色や感じ方は大きく変わり
ます。「まちの魅力」を探しに出かけましょう。
　今月号は、下沼にある利尻礼文サロベツ国立
公園「幌延ビジターセンター」を紹介します。
センター内にはサロベツ原野に息づく動植物の
生態を、映像や写真などで分かりやすく紹介す
る展示コーナーや観察用の望遠鏡が設置されて
います。また、センター前からパンケ沼まで片
道約３kmの自然探勝路（木道）があり、多くの
植物や野鳥を見ることもできます。
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